
Title 第十九世紀英国反正統派経済学
Sub Title
Author 高橋, 誠一郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1937

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.31, No.4 (1937. 4) ,p.501(1)- 545(45) 
JaLC DOI 10.14991/001.19370401-0001
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19370401-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


編搞編 

輯輯輯 

部部部

所行發論評田三內塾義應慶田三區芝市京朿所行發

产.•て .•ゾ ••..ニン。-1.ぶ/ * • て*， マ で グ に ■ ' ?ji--；
..へ.•がマ•て也湖;W 想狀■切

錢拾參價定◊ 號六七四第 ◊ 月四年二十和昭

評 ァ 武 物  

メ 相

論ニ I 價

i 究  

の 5 上 騰
M の

V 敎 諸 &  
評 5 問 貴  

ニ 題

論 斑 こ 論
•  •  •

參 癱 癱 •

： ： ： ：

：• : ミ ;

原 淸 石 永

_ 野 田  

暎

實 ー 瑛 淸

勸
永
田
敎
授
著

el
f

l
J i
代

^

&
學の现論

」

を讀む

•

咼

木

專

敎
科
書
に

な
い

英
語
；
；

大
學
豫
科
ニ
年
及
び 

高
等
部
身
體
檢
査
報
告

• 

•

參

«

«

片 宮

山 田

勝

弘 善

f
 

|海
外
^
於
け
る
三
田
會
の
活
躍

.

.

.

.

.

.

.
小

高

泰

雄

傲

-
ベ

ル

リ

ン

ょ

.

.

.

.

.

.

.

.
高

衬

象

平

□

フ

, = ^ u

矢

野

善

衞

大
學
醫
チ

部
の

結
核
救
濟
事

業

.

.

.

貴
衆
兩
院
議
院
竝
有
志
懇
話
會

：

：

•

…

 

小
幡
英
之
助
氏
の
傅
記
編
纂

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

□
塾

報

□
雜

報

□
各
地
三
.田

會

□
其
他
諸
報
告

••、ノニ：し' ,《/ v: ' v.. V う，，

麵 ;

■
H

i

.

#

へ
憲

し.ノ:へ;で
把 :.:け^  

V i
一 

.

.

. 

-
-

,

S

田

拳

會

雜

誌
：

第

三

十

一

卷

第
四

號

: 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.
•
‘
.
：

：

第
十
九
世
紀

.

英
國
反
正
統
派
.經
濟
學

V 

.
-
• 

- 

-
i 

•
•
•
'
.
'

"

'
ベ

"
ン
’

： 

，

高

撟

誠

一

郧

 

• 

.

.

.

. ...

-

! 

■ 

• 

: 

.I 

.

1 

:

的

一

,ア
ダ
ム
*
-ス
-ミ 

'ス
は
其
の
先
人
ょ
り
傅
承
せ
‘る
散
漫
な
る
資
料
を
蒐
集
し
、
之
れ
に
脈
絡
と
系
統
と
を
與
へ
、其
の
根
柢
に
撗
は
り
つ 

、
ぁ
る
.原
理
を
啓
示
し
て
、
*
典
經
濟
學
の
義

^:
開
い
た
。
而
し
て
、
彼
れ
の
下
せ
る
結
論
中
の
或
る
者
は

『

國

富

論』

出
版
直
後 

,
,に
於
いP

. '
種
々
.な
る
方
面
か
ら
幾
分
の
異
論
を
狹
襄
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
が
、
而
も
彼
れ
の
見
解
は
ベ
體
に
於
.い
て
彼
れ
の 

•.坐
活
.せ
各
時
代
の
精
神
と
一
致
し
、
其
.の
：霧
は
殆
ん
ど
何
：等
有
力
な
る
反
對
論
：に
遭
.遇
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
時
人
の
承
認
す
る
所 

••湯

.つ
；た
。：(

昭
和
十
二
年
版
馨

S

濟
學
史
.

』

.上

.卷

ブ

醤
 

：

,
•
.
吾
人
が
.他
の
機
會
に
於
い
.て
言
へ
る
が
如V

、
〔

箱
#

/\
世
紀
の
.思
想
家
は
、
.
.彼
れ
等
が
世
界
主
_
者
で
ぁ
る
以
上
に
、
國
民
主
義
者 

餡
屮
九
世
紀
乘
國
反
5£
統
派
經
濟
擧 

一

(

五
0
ー)



:
;へ

.
第
十
九
世
紀
英
國
1

紘
：̂

 

ニ 

(

五〇
11) 

で
.あ
つ
.た
.
0ナ
ダ

ム

，
ス

ミ

ス

は

彼

れ

0
大

著

：を.『

世
界
の
富1

と
も
：

『

個
人
の
富』

と
も
呼
ば
ず
し
て
、『

國
民
の
富』

と
題
し
た
。

.
 

彼
れ
並
び
に
彼
れ
に
次
げ
る
英
國
經
濟
學
著
等
は
彼
れ
等
の
.國
民
性
を
以
つ
て
當
然
の
こ
と
X
看
做
し
、
而
し
て
彼
れ
等
の
原
a
が
國 

民
的
立
法
及
び
國
民
的
行
政
に
よ
つ
て
實
行
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
：大
英
國
は
特
に
利
益
■す
可
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。(

『

一一一田 

學
會
雜
認』
第
三
十
卷
第
一
：猇
所
載
拙
稿『

國
民
主
義
經
濟
學』

五
頁
參
一
照)

。.；經
濟
的
國
民
性
の
近
世
的
總
念
は
特
に
英
國
に
於
い
て 

其
の
發
達
を
見
た
f
フ
リ
r
-ド
リ
ッ
ヒ
•リ
ス
ト
-
.の
指
摘
せ
る
が
如
く
、眞
の
國
民
的
精
神
は
、

一
國
が
.産
業

及

び

交

易

に

於

け

.る
共
通

の
利
害
に
由
つ
て
1統
一
の
.一
定
度
位
に
到
達
せ
，る
際
杧
の
.み
其
の
國
に
生
起
す
る
^
と
が
出
來
た
0
今
.や
產

業

及

び

；交

.
易

に

於

け

る

1 

.. 

. 

• 

•
.

「

地
方
的
べ
ー
ト
リ
オ
チ
ズ
ムj: (

1
1
4
1
p

眷

t
i
s
m
)

は
國
民
的
べ
ー
ト
リ
オ
チ
ズ
ム
に
擴
大
し
た
。
種
々
な
る
原
因
は
這
般
の
擴 

張
に
貢
献
し
た
が
、
其Q

大
多
數
は
、
住
民
の
增
加
、
旅
行
に
よ
り
、
郵
便
に
よ
り
、
又
新
聞
紙
に
よ
•る
全
菌
に
互
れ
る
交
通
の
增 

加
と
關
聯
せ
る
も
の
で
あ
る
。(Aifl;ed 

Marshall, 

M
o
n
e
y

 C

-Hedit 

&: Commerce, 

1924, 

pp. 

1
-
3
0
。

.ア
グ
ム
•
ス
ミ
ス
が『

國

富
論』

を
草
し
た
時
代
に
於
い
て
は
、
安
定
せ
る
政
治
的
狀
態
、
可
な
り
に
良
好
な
る
道
路
及
び
.印
刷
機
は
英
國
民
中
の
敎
胄
あ
る
階 

級
を
^
合
す
る
に
資
す
.る
;5
/
善

大

，で

あ

ヴ

た

が
*
丽
も
地
方
的
特
魏
利
害
は
尙
ほ
往
々
國
民
的
利
害
よ
り
も
有
力
で
あ
つ
た
。
地
方
的 

特
殊
的
利
益
は
結
局
國
民
的
利
益
に
反
す
る
行
爲
に
よ
？

促
進
せ
ら
る
、
こ
と
が
稀
有
で
あ
る
。
.利
己
的
政
策
は
概
し
て
愚
劣
な
る 

政
策
で
I

。(ibid., 

S
. 3, 

4
0
0

是
に
於
い
て
平
，
彼
れ
は
經
濟
關
係
を
地
方
的
拘
束
よ
り
脫
離
せ
し
め
、
生
產
力
を
增
加
し
、 

而
し
.：て
產
業
^
び
商
業
に
新
た
な
る
發
動
カ
を
與
ふ
る
が
爲
め
に
個
人
主
義
と
自
由
主
義
.と
を
歡
び
迎
へ
た
。
彼
れ
の
社
會
锊
學
は
同 

人
及
び
國
民
の
經
濟
的
利
益
が
實
質
上
同一

な
り
と
做
す
の
推
定
に
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

,
然
.る
に

.國
民
を
以
っ
て
、
人
間
社
會
の
.塞
礎
的
單
位
な
り
と
觀
じ
、
而
し
.て
必
要
.な
る
改
革
に
從
事
し
、
人
類
の
進
歩
を
促
進
す 

，る

が

爲

め

の

最

も

自

然

的

な

る

動

因

な

り
と
做
す
の
信
念
.が
次

第

.に鞏
固
と
爲
る
と
共
に
、
ス
ミ
ス
の
體
系
は
先
づ
前
述
の
如
き
根
本 

.觀
念
に
於
い
'て
其
の
最
初
の
攻
擊
の一

に
遭
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

『

國
富
論』

が
富
の
本
質
に
關
し
て
誤
れ
る
見
解
を
有 

し、

公
私
の
富
を
混
同
せ
る
こ
と
を
論
據
と
し
て
之
れ
を
非
難
せ
る
も
の
に
、
第
八
世
.の
伯
爵
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル(

E
i
g
h
t
h

 

E
arl of 

L

f
 

e
r
d
a
l
e
)

ジ
f

ム
ズ
.
メ
1
ト
ラ
ン
ド(

)

|
3 

M

f
 

n
d
)

が
l

o
而
し
て
.彼
れ
に
於
い
て
ス
ミK

經
濟
學
の
義
を
成
せ

.る
根

本

概

念

は

其

の

母

國

英

國

に

於

い

，て

初
め
て
系
統
的
に
_

せ
ら
る
、
に
至
れ
る
の
觀
が
あ
る
。

.

n 

Jグ
デ
！
ル
卿
の
主
著『

公
富
論』

(
A
n

 Inquiry into the Native 

I
 Origin of Public Wealth, and: 

I
 the M

e
a
n
s

 

a
n
d

 

c

f 

es 

o
f 

its 

J
l
a
s
e
o

は一

千
八
百
o
四
年
5

ン
バ
ナ
ロ
ォ
に
於
い
て
出
版
.せ
ら
れ
、
同
八
年
、
巴
里
に
於
い
てE. 

r
a
g
e
-t
j
h
e
 de L

a
v
a
l

の
佛
_
現
れ
、
翌
九
年Ueber N

a
t
i
l
w
o
f

 
I

.
の
題
卞
に
：其
の
獨
_
上
梓
せ
ら
れ
、
.而
し
て
同
十 

プ
年
著
し
く
摘
大
せ
ら
れ
た
る
原
著
第
一
一
版
が
同
じ
く
エ
ヴ
ン
バ
T 

W甘
に
於
い
て
公
に
せ
ら
れ
た
。
：

(

霞

本

書

は

i

i

l

a 

delT 

w

n

l

l

p，
の

第

一

輯

第

五

卷

中

に

伊

譯

せ

ら

れ

て

ゐ

る

.

)

。
彼
れ
は
尙
ほ
本
書
出
版
以
前
、

一
千
七
百
九+

四

年

に

ヰ

。 

管

；

p.eer

^-
.ascptlalld

•
を
、
同

九

士

ハ

年

に

0
 ̂

^
 

0
;H
>the 

present 

tw
l

..
a

.を

(

其
の
w
版

ょ

皂一

版
ま
で
を
®
九
十
七
年
に
出
版)

、
；同
九
十
八
^
^
 

A

 

Letter 

on 

the p
i
n
t

 

M
rt
>
p
s
u
r
<D
w
 

N
l
l
c
e
,

名 which the 

Bill 

n
l depending in 

货
督
日 ent is -particula

-ax

 considered,

を
出
し
、
更
ら
に
本
書
出
版
の

:

#
十
プ
1̂
紀
.英
國
反
花
統
派
經
.：濟

擧

-

.、五
P
. 一
 j -

ノ
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九
世
紀
英
國
反
班
統
.派
經
濟
學 

四

(

s
o四〕 

後
に
於
い
：て
•『

5

ン

バ

ァ

一

ォ

評

論

』

一
千
八
百
〇
四
年
第
四
卷
第
八
號
に
揭
げ
ら
れ
た
る
ブ
ル
ー
エ
ム
卿

I

. 

Bllougha

右)

の
批
評
に
對
し
て
同
年 

Observations b
y

 the Earl of Lauderdale 

on 

the R
eview of his 

Inquiry into the 

Natul:e:sd 
Origin of 

R
I
S
C

 W
e
a
l
t
h

 published in the eighth n
umber

： of the 

^
E
d
i
n
b
u
r
g
h

 R
e
v
i
e
w
、

を(

更
ら
に
之 

れ
に
對
す
る
應

答

が T
houghts suggested b

y

 

L
o
r
d

 L
a
n
d
e
r
d
a
l
e
w

:ob
s
e
r
v

.ption

.w§
on the 

t Ed
i
n
b
u
r
g
h

 R
e
v
i
e
w
、

と 

題
し
て
其
の
翌
年
に
現
れ
て
ゐ
る)

、
翌
五
年
に 

T
houghts 

on the a
k
m
i
n
g

 

0 ̂.the Circulation .and 

of the 

M
e
a
n
s

 

of redressing' the Pecuniary Grievances of 

Ireland.

を
、
同
年 

s
n
t
s

 to ihe-Manufactui;ers 

of Great 

§ 
窆
 

Consequences of the Irish 

U
nion; and the 

System since pursued of 

B
o
r

-Swing- in E
n
g
l
a
n
d

 for 

the 

wefvice 

of 

Ireland.

を
、
九
年 

A
n

 

Inquiry into the Practical Merits 

of the 

System 

foi. the G
o
v
l
m
l

 of 

India under the 

Superintendence 

of the B
o
a
u

 of c
o
n
t
i
l
l
.

を
、
十
二
年 

T
h
e

 Depreciation

_

of the Paper-currency of Great 

Britain 

proved

•
を
、
十
三
年 

Further Considerations 
on..the 

f
 te of the Currency in which the means 

of Restorin- our 

c
i
r
l
t
i
o
n

 to.a salutary state are fully explained, 
etc

•
.を
、
十
四
年 

A

 Lettei ：

名 the 

c
f L

a
w
s
'

 

を
、
同
一
一
士 
一
 

年 

Sketch of a Petition to the 

0
0 J
o
y
w

 

H

 
J

e of Parliament, 

submitted 

to the considei;ation 

of 

all 

w
h
o

 

feel 

for the welfare of the country, 

oi ： foi ： the distresses 

of tEe lower ： orders 

of 

the 

p
e
o
p
l
e
.

を
、

一
一
十
九
年 

Three 

Letters to the D
u
k
e

 of Wellington, 

on 

the Fourth Report of the Select Committee 

of the H
o
u
s
e

 

of C
o
m
m
o
n
s
,

 

a
p
i
t
e
d

 
0 

110
0
2
S-S
-

ひ 

l

-g
*

s*
:s
-

管 

F
i&
l
i
c

 Income 
置
 E

x
p
e
n
d
i
t
l

 

In which the native and 

tendency 

o
f a

cninking 

F
g
d

 .is investigated, 

s
d 

the fallacy of 

铲 

h

l

o

&or
o.
贫 

it has been r
e
c
o
m
m
e
n
d
e
d is explained. 

を
公
に
し
て
ゐ
る
。
尙
ほ
上
讓
事
錄
は
彼
れ
の
署
名
を
有
す
る
八
士
ハ
の
抗
馨
を
載
せ
て
t

o
別
に
彼
れ
の
著
と
目
せ
|

、 

厝
名
の
書
に 

p
i
g

WJ
0 

バ

 Altering 
蒙

I

I
 

o
f 

collectin

oqa 

l
a
r
aq
e 
P
a-H
t
 

of 

the 

Public 

revenue; 

with 

a 
short 

cns
e
m
e
n
t

 

of the Advahtages 

tol^e 

d
e-a
.
v
e
d 

f

-2
m it. 

w

す̂
る
。

『

公
富
論』

は
英
國
皇
太
子
に
捧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
著
紫
は
本
書
初
版
の
馨y

於
い
て
、
此
の
卷
と
共
に
通
商
及
び
財
政
に
潮
す 

る
立
法
に
说

し

又
通
商
條
％
の
效
艰
に
關
す
る
第
二
卷
を
上
梓
せ
ん
と
す
る
の
意
向
を
有
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
是
，1等 

の

題

に

说
す
る
彼
れ
の
意
見
は
單
に
效
に
叙
述
せ
ら
る
、

一
般
諸
原
理
か
ら
の
推
論
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
彼
れ
は
是 

れ
等一

般
原
理
の
多
く
が
啻
だ
に
斬
新
な
る
の
み
な
ら
ず
、

一
般
に
承
認
せ
ら
れ
た
る
意
見
に
悖
る
こ
と
す
ら
あ
る
を
知
る
が
故
に
、 

彼
れ
は
暫
く
休
止
し
て
、
彼
れ
が
此
の
出
版
物
中
に
於
い
て
表
明
せ
る
意
見
が
那
邊
ま
で
世
評
の
試
練
に
艰
ふ
可
含
か
を
看
出
す
ま
で
、 

其

の

殘

餘

部

分

Q

遂
行
を
遛
延
す
る
を
以
つ
て一

曆
賢
明
な
り
と
思
惟
せ
.る
皆
を
進
べ
て
も
る
。

著
者
は
ジ
ョ
ン
• a

ッ
ク
の『

人
間
悟
性
に
關
す
る
論
文』

を
引
用
し
て
、
言
葉
の
誤
れ
る
使
用
法
.に
ょ
つ
て
此
の
世
见
に
流
布
せ

る

錯

誤

と

瞹

味

、
•謹

と

混

亂
i

考

察

す

蚤

は

、
..是

れ

管

使

用

茗

れ

來

つ

た

が

蕾

1
B
が

果

し

て

譲

Q

_

s
献
す
る
所

夫

.な
；り
し
や
、
或
ひ
は
又
其
の
阻
止
.に
貢
献
す
る
所
大
か
り
し
や
を
疑
.ふ
可
き
一
定
の
理
由
を
看
出
す
可
き
で
あ
る
と
做
し
て
ゐ
る
o 

(
L
c
f

 

Essay c
o

n
n

 H
_
a
n

 

u
n

d
u

l
y

 

B
r
i
l
l
,

 

o
r 

a
. 

§ナ)

0

不
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意
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: 

:
六
.

S
Q
.
六
：

i.
.普
通

の

坐

活

上

の

出

來

事

：に

.於
い
て
す
ら
屢
'々
.多

く

：の
：，
誤

解

を

；生

：ず

'る
£
と
が
m

か

で
.弟
る
が

::
'
#'
語
は
.又
'、
總
.べ
'て
.：の
冲
學
に
办
、い
.
‘
 

て
偏
.見
の
最
も
有
力
な
る
支
持
者
：で
於
り
、
驗
誤
ぬ
最
：も
敏
活
な
：る
助
長
者
た
石
こ
去
が
往
^

に
し
レ
て
看
出
さ
れ
た
デ
而
も
著
者
を
以 

つ
て
觀
れ
ば
經
濟
學
0
如
く
這

^
の
錯
.誤
：の
'原
因
に
架
せ
：ち
る
\;
の
處
れ
大
な
る
.も
，の
：は
：存
；す
る
と
と

が

な

s
o 

'科
學
の
多
く
の

も 

の 

>主
題
は
學
者
の
意
想
中
に
.發
す
る
も
の
で
あ
つ
て
.、
ぃ
早
越
せ
る
敎
育
と
向
上
，せ
る
：心
.意
を
有
'す
る
人
々
に

：

よ
る
の
外
、
斷
、ニ

て

論

 

述
せ
ら
る
、
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
、
是
れ
等
の
人
々
£
静

は

固

よ

り

彼

れ

等

の

觀

念

の

.精

確

さ

を

享

有

し

な
け

A
ば 

.な
•ら
ぬ
P 

'
然
る
に
.:1:

國
家
の
富
毒
加
し
、
V
M
Pて
之
4
を
最
も
|
用
な
名
.目
的
に
適
用
す
る
の
：手
段
を
敎
示
す
る
こ
と
を
公
言
す 

る

經

濟

學

C
e
c
o
n
o

日
7)
は
必
然
總
べ
て
の
社
會
階
段
に
於
い
て
最
も
‘下
賤
無
學
な
る
#
の
間
に
於
い
て
す
ら
时
議
の
題
目 

た
る
も
の
で
あ
つ
：て
‘ 

•
其
の
粗
跸
に
し
て
不
芷
な
る
概
念
は
當
然
誤
謬
の
.上
に
基
礎
を
有
し
、
.錯
誤
に
富
め
る
表
現
を
導
か
、な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。(

p
u
b
h
c

 Wealth, 

e
d
.

100
0
4
,
, 

pp. 
1
-
4
0
0

而
し
て
ロ-

ダ
デ
ー
ル
を
.以
つ
て
il
れ
ば
、
ア
グ
ム
•;
ス
ミ
ス
其
の
人
も
亦
、 

斯
く
の
如
き
組
野
に
し
て

謬
妄
な
る
概
念
に
累
せ
ら
る
、
も
の
で
'あ
る
。

一
世
以
上
に
亙
れ
る
m
商
主
義
の
流
行
と
其
の
結
果
た
.る
歐
洲
に
於
け
る
立
法
の
體
系
.に
於
.け
る
と
等
し
く
英
國
に
.於
い
て
經
冑 

上
の
問
題
を
論
述
せ
る
著
者
の
推
理
に
於
け
る
幾
多
の
誤
謬
は
、
總
：ベ
て
富
と
貨
幣
と
を
同
_
と
考

ふ
る
の
習
慣
よ
り
發
生
す
る
も
の 

で
あ
つ
て
、
經
濟
上
の
推
理
に
誤
れ
る
觀
念
を
坐
ぜ
し
む
る
言
語
の
影
響
の
有
カ
な
る
實
例
を
形
成
す
.る
も
の
.で
は
あ
る
が
•
而
も
そ 

は
恐
ら
く
言
語Q

媒
介
に
よ
つ
て
經
濟
學
に
導
か
れ
た
る
最
致
命
的
な
'る
誤
謬
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
吾
人
が
一
國

民
の
富(

ミ
i

) 

に
就
き
、
若
し
く
は
個
人
の
富(riches 〕

に
就
い
て
.云
々
す
る
に
際
し
て
使
用
す
る
.名
辭
は
總
.ベ
て
S

語
に
於

い

て
精
確
に
司
一
で

ぁ
る
。
是
れ
等
の
も
の
は
私
的
富
が
.一
般
に
國
民
的
富
の
一
部
分
と
し
て
の
外
、
如
何
な
る
見
解
に
於
い
て
も
思
議
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と 

を
表
汞
す
る
。
其
'の
社
會
，の
あ
ら
ゆ
る
晚
員
の
資
產
增
加
は
、
同

1
0社
會
に
屬
し
，つ
、
あ
‘る
如
何
な
る
個
人
に
も
損
害
を
蒙
ら
し
む 

.る
こ
と
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
：
.一：
様

に

國

民

的

富

の

增

加

.と
考
へ
ぢ
れ
る
、
又
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
財
產
の
減
少
は
、：
其
の
同
國
民
中 

の

或

る

者

の

富

；の
.增
加
を
來
す
こ
と
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
-
必
然
之
れ
に
伴
へ
る
：國
民
的
富
0
減
少
を
生
ぜ
し
む
る
も
の
と
考
察
せ
ら 

れ
た
。
堪
越
せ
る1

哲
學
者

.ハ
ァ
ダ
.ム
，
ス
ミ
.ス
を
指
す〕

は

日

く「

一
社
會
の
資
本
は
、
_之
れ
を
鞲
成
す
る
總
べ
て
の
.侗
人
の
其
れ
と 

同

一

物
で
あ
つ
て
*
惟
り
之
れ
と
同
一
態
様
に
於
い
て
の
み
增
加
せ
ら
る
、
こ
と
が
出
來
る」

と
。

(wealth 

a
穸

pr
.
i，m

ダ 

v
o
r

 

I, 

pp. 

4
0
9
-
4
1
0
.)。

而
も
：1
1ダ
デ
ー
ル
に
從
ベ
ば
、
公
の
富
が
單
に
個
人
の
富
の
總
奸
を
表
示
ず
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
看 

做
さ
る
可
き
に
非
ざ
る
こ
と
は
疑
問
の
餘
地
な
き
所
で
あ
る
。(

p
u
b
l
o
w
e
a
l
p

 

op. 
O
F 

pp, 
6

00
0。

斯
く
て
、
彼
れ
は
公
富
と
私
富
と
の
間
の
區
別
及
び
對
立
の
.恶
礎
を
看
出
す
が
爲
め
に
、
先
づ
第
一
に
價
値
の
本
質
$:
•
考
察
す
る
。 

價
値
の
所
有
の
み
惟
り
あ
ら
ゆ
る
貨
物
を
し
て
個
人
.の
富
の
■一
部
を
形
成
す
る
の
資
格
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
？
即
ち
彼
.れ
は
其
の
著 

第
.

1

章
の
初
め
に
於
い
て
日
く「

進
ん
で
公
の
富
と
私
の
富
と
を
構
成
す
る
所
の
も
の
を
考
察
し
、
若
し
く
は
其
の
孰
れ
か
の
增
加
を 

來
さ
し
む
る
の
事
情
を
探
究
す
る
に
先
立
つ
て
、
明
確
に
價
値
の
本
質
を
理
解
し
、
：而
し
て
是
れ
に
曲
つ
.て
、
惟
り
總
べ
て
の
貨
物
に 

對
し
て
、
そ
が
個
人
的
富
の
一
部
を
形
成
す
る
が
爲
め
に
取
得
せ
ざ
‘る
を
得
ざ
る
性
質
を
與
へ
得
る
所
の
も
の
が
何
.で
あ
る
か
に
關
し 

て
明
瞭
な
る
觀
念
を
所
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る」

と
？(ibid., 

p. 

I
r)

o 

彼
れ
に
從
'へ
ば
、
價
値
が
あ
ら
ゆ
る
貨
物
に
授
與
せ
ら
れ
得
る
が
爲
め
に
は
ニ
個
の
條
件
を
必
要
と
す
る
の
觀
が
あ
る
、
第
一
に
貨 

-
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八

(

五
0
八〕 

物
は
人
間
に
f

有
用
若
し
く
は
快
適
な
る
が
故
爲Q

願
望
Q

.

S

Sけ
れ
ば
な
拿

、
又
、
第
二
に
貨
物
は
稀
少
の
一
定
度
位 

に
於
い
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
價
値
な
る
名
辭
は
、.
其
：の
本
原
的
£
思
義
が
如
何
|

も
の
で
あ
つ
た
に
せ
よ
，
そ
が
日
常
の 

用
語
中
に
使
用
せ
ら
る
、
所
で
は
、
或
る一

定
貨
物
中
に
固
有
な
る
性
質
を
表
明
す
る
.こ
と
が
；な
.い
。
眞
實
、
內
布
茗
ノ
く
汰
不
變
の 

價
値
を
所
有
す
る
物
は
存
す
る
こ
と
が
な
い
。
縱
令
；

5

人
間
の
，福
.祉
に
.取
づ
て
如
何
に
重
要
で
あ
つ
て
も
、
如
何
な
る
性
質
の
所
有
も 

價
値
を
授
與
す
る
こ
と
を
得
な
い
'0
藉
し
、
萬
物
中
に
在
つ
て
、
最
も
必
要
な
る
水
は
價
値
を
有
す
る
こ
と
が
極
め
て
输
れ
で
あ
る
が 

故
で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
物
は
之
れ
を
し
て
人
間
の
願
望
の
對
-^
た
ら
し
む
る
性
質
の
所
有
に
加
ふ
る
に
、
此
ハ
の
存
在
稀
少
な
る
の
事 

情
を
以
つ
て
す
る
場
合
に
は
慎
値
あ
る
も
の
と
一
様
に
思
料
せ
ら
る
、
は
、
經
驗
が
吾
人
に
示
す
所
で
あ
る
o
Q
b
i
f 

pp. 

1
1
-
1
2
0
O

 

.價
値
あ
る
あ
ら
ゆ
る
物
件
の
受
く
可
き
價
値
の
變
化
に
關
し
て
は
、
吾
人
に
し
て
蒞
し
暫
く
何
等
か
の
實
體
が
內
在
的
且
つ
固
定
的 

の
價
値
を
有
し
て
、
其
の一

定
の
數
量
を
し
て
、
總
べ
て
の
事
情
の
下
に
於
い
て
.、
恒
に
同一

價
値
の
もQ

た
ら
し
む
る
と
想
像
す
る

こ
と
を
獨
た
な
ら
ば
、
斯
くQ

如

蠢

离

肇

に

依

？

確
め
ら
れ
S

ベ
てQ

物
件
の
價
値Q

程
度
は
、
其Q

數
量
と
之
れ
に
對 

す
る
！§

要
と
の
.間
の
割
合
に
從
つ
て
變
化
す
可
き
も
の
で
あ
り
、
又
、
あ
ら
ゆ
る
貨
物
は
、
言
ふ
迄
も
な
く
、
四
個
の
相
異
れ
る
事
情 

よ
り
し
て
其
の
價
値
の
變
化
を
受
く
可
き
も
の
で
あ
ち
ぅc (

ー)

そ
は
其
の
數
量
の
減
少
よ
り
し
て
其
の
{1
^
の
增
加
を
受
く
可
く
、 

(一

一)

其
の
數
量
の
擴
大
よ
り
し
て
其
の
.價
値
の
減
少
を
受
く
可
く
、(

三
.

)

そ
は
需
要
增
加
の
事
情
よ
り
し
て
其
の
價
値
の
擴
大
を
被
る 

可
く 

(

四)

其Q

價
値
は
需
要
の
衰
顏
に
由
つ
て
減
少
せ
し
め
ら
る
可
き
で
あ
ら
ぅo (Ibid., 

P
P
'
1
2
-
1
4
0
。

然
し
な
が
ら
、
如
何
な
る
貨
物
と
.雖
も
、
之
れ
を
し
て
他
貨
物
の
價
値
尺
度
た
る
に
適
せ
し
む
る
が
如
き
固
定
的
且
つ
內
在
的
の
價

値
を
有
し
得
ざ
る
こ
と
は
明
瞭
な
る
可
き
が
故
に
、
人
間
は
實
際
的
價
値
の
尺
度
と
し
て
、
是
れ
等
價
値
變
動
の
四
原
因
の
孰
れ
に
由 

っ
て
も
影
響
せ
ら
る
X
こ
と
最
も
少
な
き
の
觀
あ
る
も
の
を
選
擇
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
日
常
の
用
語
に
於S
て
吾
人
が 

或

る一

定
貨
物
の「

價
値」

を
表
明
す
る
の
時
、
そ
は
八
個
の
相
異
れ
る
事
故
に
由
っ
て
、. 一

時
期
に
於
い
て
は
、
之
れ
が
他
の
時
期
に 

於
い
て
存
す
る
所
の
.も
の
と
相
違
す
る
こ
と
あ
る
可
き
で
あ
る
。
即
ち
吾
人
が
其
の
價
値
を
表
明
せ
ん
と
欲
す
る
貨
物
に
關
す
る
上
述 

四
個
の
事
情
と
、
吾
人
が
價
値
の
尺
度
と
し
て
採
用
せ
る
貨
物
に
關
す
る
同
じ
き
四
個
の
事
情
と
で
あ
る
。
斯
く
て
、
總
ベ
て
の
貨
物 

の
價
値
は
、
是
れ
等
の
も
の
を
し
て
人
間
の
願
望
の
對
象
た
ら
し
む
る
性
質
の
所
有
と
是
れ
等
の
も
の
が
稀
少
の
一
定
度
位
に
於5

；

て 

存

す

る

の

，事

情

に

侬

賴

す

る

が

故

に

、

.總
べ

て

の

價

値

の

變

化

は

、

上

述

せ

る

四

事

情

の

，
一

が

發

坐

せ

る

に

由

っ

て

坐

じ

た

る

.其

の

貨 

物
に
對
す
る
需
要
と
其
の
«
!:
の
間
に
存
す
る
割
合
の
變
化
に
依
_
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
づ
て
、
又
、
價
値
の
表
現
に
^
け
る 

變
化
は
、
吾
人
が
旣
に
言
及
せ
る
八
個
の
事
情
の
或
る
も
の
が
發
生
せ
る
に
由
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
得
る
こ
と
、
爲
る
の
で
あ
る
。
而 

.し
て
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
は
斯
く
の
如
き
提
言
の
眞
な
る
こ
と
を
種
々
な
る
例
證
に
據
つ
て
示
し
て
ゐ
る
。(

^
^
.
, 

pp. 

14-22. )

o

口
ー
ダ
デ
ー
ル
は
價
値
の
本
質
及
び
其
の
變
動
の
原
因
に
關
し
て
茲
に
叙
述
せ
ら
れ
た
る
意
見
が
、
決
し
て
斬
新
な
る
も
の
に
非
ざ 

る
こ
と
を
認
め
る
。
斯
く
の
如
き
意
見
は
旣
に
幾
多
の
人
々
に
ょ
っ
て
暗
示
せ
ら
れ
、
而
し
て
或
る
箸
は
久
し
き
以
前
に
於
い
て
、
，可 

な
り
の
精
確
さ
を
以
つ
て
之
れ
を
說
明
し
た
o (

彼
れ
は
兹
に
特
に
ジ
ョ
ン• a

丨

の

^
§
g
y..
s
d
 

T
r
a
d
e

 

considered: 

with 

a 

proposal 

for; supplying the 

Nation with 

Money, 

1
7
0
5
.

の
一
節
を
引
用
す
.る)

。
然
し
な
が
ら
、
是
れ
等
の
も
の
は
、
或
る

物
が
之
れ
を
し
て
價
値
の
尺
度
を
形
成
す
る
に
.適
せ
し
む
る
眞
實
且
っ
固
定
の
價
値
を
有
す
る
と
做
す
の
觀
念
を
破
壞
す
る
迄
に
明
瞭 

笫
十
九
佌
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一
〇

(

五
一
〇〕 

:に
理
解
せ
ら
れ
た
る
：の
觀
が
な
い
0
.で
あ
る
0
.多
く
の
人
々
は
此
0
仙

丹

»
5:
1
0
3
.
0
1
>
1
1
^
3
:

5q
.
:
o
n
e

)

を
求
め
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
而 

し
て
其
の
知
識
及
が
才
能
に
於
い
て
傑
出
せ
る
人
々
に
し
て
、「

罾
_」

に
於
い
て
彼
れ
等
が
價
値
の
眞
尺
度
を
㈱
ぽ
す
る
所
の
も
の
を 

發
見
し
た
と
想
像
せ
る
者
は
少
数
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
兹
に
口
.
1ダ
デ
ー
ル
は
價
•値
の
絕
對
的
標
準
を
求
め
た
る
べ
チ
ィ 

(Treatise of 
Taxes a

n
d

 contributions, 

1667, 

p. 

2
3
，)、

ハ

リ

ス(A
n

 Essay upon 

M
o
n
e
y

 and 

o
os-
3
、pt. 

J. 

T
h
e

 

Theories 

of C
o
m
m
e
r
c
e
,
g
o
n
e
y
,

 

a
n
d 

w
x
d
l
a
n

 
的 e,

1757, 

pp. 

s-9.)

及
び
ア
ダ
'A
，
K ミ K

 

(wealth 

of Nations, 

v
o
L I, 

o
p
v
a
t
.
, 

p. 

3
8
.
)

の
意
見
を
批
評
す
る
o (public Wealth, 

pp. 

22-2s，)°

加
之
.
彼
れ
は
勞
働：

が
相
異
れ
る
時
期
及
び
相
異
れ 

る
場
所
に
於
い
て
慣
値
を
異
に
す
る
の
事
實
が
ス
ミ
ス
§
國
富
論』

中
の
種
々
：な
る
箇
所
に
於
い
て
、
明
記
蒞
し
く
は
暗
汞
せ
ら
れ
た 

る
の
事
實
を
指
摘
し
て
、
彼
れ
が
勞
働
を
以
っ
て
價
値
の
尺
度
た
ら
し
む
る
の
矛
盾
を
立
證
せ
ん
と
し
て
ゐ
.る
0
02:
<
1
,

pp. 

30-37. )

o 

即
ち
著
者
の
見
に
據
れ
ば
、
勞
働
は
何
物
と
離
も
眞
實
、
固
定
若
し
く
は
內
在
の
價
値
を
有
す
る
こ
と
が
な
い
と
云
ふ一

般
準
則
に 

對
し
て
何
等
の
例
外
を
も
形
成
す
る
の
觀
な
く
、
又
著
者
が
確
立
せ
ん
こ
と
を
努
め
た
る
ニ
個
の
一
般
原
理
、
即
ち(

一)

諸
物

件

は

稀 

少
の
一
定
度
位
に
於
い
て
#
し
っ
、
の
事
情
と
是
れ
等
の
も
の
を
し
て
人
間
の
願
望
.の
對
象
物
件
た
ら
し
む
る
其
の
結
合
的
性
質
に
凼 

っ
て
の
み
惟
り
價
値
あ
る
も
の
.で
あ
り
、
01)

あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
有
す
る
價
値
の
程
度
は
之
れ
が
數
置
と
之
れ
に
對
す
る
需
要
の
間
の 

比
例
に
侬
存
す
る
こ
と
を
疑
ふ
可
き
何
等
繁
固
な
る
理
由
存
す
る
の
.觀
な
き
も
の
で
あ
る
o (ibid., 

p. 

3
8
0
0
而
し
て
皮
：I
Iは
此 

初
版
h
梓
の
後
凡
そ
十
四
年
に
し
て
刊
行
せ
ら
れ
た
る
其
の
稗
版
の
廣
吿
に
於
い
て
、「

今
や
勞
働
は
最
早
債
値
の
尺
度
と
し
て
看
做
さ 

る

、

こ

と

な

く

、

却

っ

て

何

物

，と

雖

も

*
あ
ら
ゆ
る
時
、
あ
&
ゆ
る
場
所
に
於
い
て
精
確
な
る
價
値
の
尺
度
を
形
成
す
る
の
浊
質
を
有

し
得
る
'も
の
な
き
の
事
實
が
承
認
せ
ら
れ
た」

と
宣
言
し
て
ゐ
る
。(ibid.,. 2
n
d

 

e
d

4

1
00
1
9
, pr

v
i
i
i.)？

,

■':
:
'', 

: 

ニ
，
.'-
.四

, 

.

.

.

.

需
要
に
關
し
て
事
情
が
依
然
と
し
て
同
一
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
價
値
は
仍
ち
稀
少
と
共
に
增
加
し
、
豐
富
と
共
に
減
少
す
可
き 

で
あ
る
。
而
も
.個
人
.の
'富
が
稀
少
に
由
つ
て
增
加
せ
•ら
る
-V
な
ら
ば
、
公
の
富
と
私
の
富
と
の
間
に
は
對
立
が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、 

又
：、
.是
れ
等
雨
#

の
増
加
は
相
異
れ
る
原
因
に
依
存
し
歡
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
は
主
張
す
る
。 

,

.國
段
的
富
は
楚
れ
迄
.總
べ
て
.の
人
に
よ
つ
て
、
單
に
其
.

Q

社
會
に
屬
し
つ
：：\
あ
る
個
人
の
富
よ
り
.成
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
、1

社
會 

の
資
本
は
あ
ら
ゆ
る
點
に
於
い
て
、
之
れ
を
組
成
す
る
總
ベ
て
：の
個
人
の
其
れ
に
等
し
き
も
.の
で
あ
る
と
着
倣
さ
れ
て
來
た
。(wealth 

o
f Nations, 

vol. 

I, 

p
，
4
0
6
.)。

斯
く
の
如

き
観
念
か
ら
出
發
し
て
、

.經

驗

に

徵

し

て
、
私
產
を
增
加
す
.る
最

も

通

常

の

.手

段

た

る 

鄙
吝
は
又
、

1
般
に
公
富
の
.根
源
で
あ
る
と
說
か
れ
、
：而
し
：て
節
約
は
公
の
資
本
を
增
加
し
、
贊
澤
は
之
れ
を
減
少
す
る
も
の
と
稱
せ 

ら
れ
る
。
.

(
w
e
a
l
t
h

 of 

Nations, 

V
O
L

 

I, 

p. 

4
2
r

〕

°
あ

ら

ゆ

る

浪

費

^

は
公

の
敵
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
節
儉
家
は
公

の
恩
人
で
あ 

る
と
說
か
れ
る
。(ibid., 

p. 

4
1
4
.)。

斯

く

の

如

き.原
則
の
卜
ー
に
サ
ー
，
ウ
イ

リ

ア

.ム
•
•
へチ
イ

、
グ

レ

ゴ
リ
イ
。
キ
ン
グ
•
ァ
シ

ドリ

ユ
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Tax, 
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の
著
者〕

等
に
よ
つ
て
、 

國
富
の
稹
々
な
各
第
定
が
行
ゆ
れ
た
o (

p
&
l
i
c

 w
e
a
l
t
h
v
p
.

 c
i
r

 pp. 

40-42.)

o
然
し
な
が
ら
、「

貨
物
は
人
間
に
取
つ
，て
有
用 
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若
し
く
は
快
^
な

る

の

事

實

の

み

に

由

っ

て

，、

直

.ち

に

價

値

を

取

得

す

る

も

(6
'
.で
は
な
v>
o
價
値
を
取
得
す
る
が
爲
め
に
は
、
換
言
す 

れ
.ば
、
私
富
の
，
.

1

部
を
鞲
成
す
る
の
資
格
を
授
與
せ
ら
.る
、
が
爲
め
.に
は
、
そ
は
：稀
少
性
の
--
.
'定
度
位
に
於
い
て
存
在
す
る
の
.事
靑
を 

這
般
の
性
質
と
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
人
類Q

常
識
は
、
人
間
K
取
っ
て
概
し
て
.有
用
且
っ
：必
要
な
る
或
る
货
物
の
稀
少
性 

を
創
造
す
る
に
由
つ
て
、

一
.國
民
の
富
を
增
大
せ
ん
と
す
る
の
提
案
を
拒
否
す
可
き
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
.一
國

が

人

生

に

取

っ

.て
必
要 

且

っ

便

宜

な

る

も

，の
を

1B

富
に
.所

有

し

而

し_て
最

も

淸

純

な

：る

水

流

國

內

に
！！

き

も

の

と

假

定

し

、
.
而

し

て

斯

く

の

如

き

國

家

の

富 

を
.增
加
す
るQ

手
段
と
し
.て
、
其
の
響
が
當
然
其
の
社
會
に
附
隨
せ
る
最
大
な
る
天
惠
の
一
と
考
へ
ら
る
、
水
を
稀
少
な
t

め
ん 

と
と
を

提
唱
せ
ん
と
す
る
者
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
吾
人
は
斯

く
の
.如

き

人

め

理

解

力

に

就

い

て

如

何

な

る

見
解
を
懷
抱
す
可
き

で
あ
る 

力
。
然
し
な
が
ら
、
斯
く
の
如
き
計
叢
.は
、
能
く
是
れ
に
由
っ
て
個
人
的
富
の
高
を
增
加
す
る
を
得
可
き
こ
と
が

it
か
で
あ
る
。
嚅

ノ、 

依
然
有
用
に
し
て
且
っ
望
ま
し
き
性
質
を
保
持
す
可
き
水
に
對
し
て
、
彼
れ
は
當
然
之
れ
に
價
値
を
授
與
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
其
の
#
往 

稀
少
な
る
の
事
情
を
加
ふ
可
き
が
故
で
あ
る
。
斯
く
て
又
、
其
の
國
の
個
人
的
富
は
總
べ
て
の
井
戶
の
永
代
所
嘉

の

價

値
に
等
し
き 

高
に
於
い
て
增
加
す
可
き
で
あ
る
o @

i
d
.
,

 

PP, 4
4
-
4
5
0
0

著
者
は
又
逆
の
場
合
を
も
力
强
く
主
張
す
る
。
暫
く
、
水
の
.存
す
る
が
如
く
に
或
る
一
定
種
の
食
料
を
著
し
く
響
な
ら
し
む
る
こ 

と
が
可
能
で
あ
I

假
定
し
、
そ
が
當
禍
一
言
對
す
る
救
濟
策
と
し
て
如
何
に
快
適
な
るq

觀
が
t

と
し
て
も
、
是

1
こ-由
っ 

て
其
の
國
民
S

版

はl
o
c
l
e
t
y
)

の
會
の
減
少
を
來
す
は
避
け
難
き
所
な
る
が
故
に
、
.饑
霞
の
急
に
迫
ら
れ
た
る
時
機
に
於
い
て
す 

ら

r
く
の
如
き
誇
稱
せ
ら
れ
た
る
®
富
を
生
ぜ
し
む
る
を
瞥
戒
す
可
き
こ
.と
を

周
到
に
勸
吿
せ
ん
と
す
る

者
が
あ
つ
た
な
ら
ば

、

沂

く
0
如
き
人
の
忠
吿
は
如
何
に
考
へ
ら
る
可
き
で
あ
る
か
。
然
も
、
水
若
し
く
は
空
氣
と
等
1
く
豐
富
な
る
あ
ら
ゅ
る
物
は
直
ち
に
價 

値
を
發
せ
ざ
る
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
故
に
、
斯
く
の
如
き
意
見
は
烏
滸
の
.觀
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
0
這
般
の
豐
富
を
來
さ
し
む
る 

に
曲
つ
て
、
斯
く
し
て
其
の
價
値
が
破
壞
せ
ら
る
可
き
食
‘料
の
種
類
の
總
價
値
に
等
し
き
範
圍
ま
で
、
個
人
的
富
の
：總
額
は
最
も
確
實 

に
減
少
せ
し
め
ら
る
X
の
結
猓
と
爲
る
の
で
あ
る
。
尙
ほ
又
、
國
債
、
地
代
及
び
其
の
他
の
所
得
の
資
本
價
値
を
減
少
し
、
斯
く
て
又 

私
富
を
縮
少
す
る
。
宣
戰
の
布
告
は
地
所
、
其
の
他
國
富
の
如
何
な
る
も
の
を
も
減
少
す
る
こ
と
な
か
る
可
き
で
あ
る
。(

i
b
i
f
p
p
.

4
5
1
4
7
0
0

.

斯
く
て
公
富
.と
私
富
と
の
間
に
は
完
金
な
る
對
立
が
存
す
る
。
社
#
は
蹵
富
に
關
心
を
有
し
、
■所
有
す
る
個
人
は
稀
少
に
關
心
を
有 

す
る
。a

丨
ダ
デ
ー
ル
は
、
個
人
の
富
が
或
る
一
定
貨
物
の
價
値
增
大
に
由
つ
て
增
加
.せ
ら
る
、
に
從
つ
て
、：
其
の
國
民
の
富
は
概
し 

て
減
少
せ
し
め
ら
れ
、
又
侗
人
の
富
の
集
圑
が
或
る
一
定
貨
物
の
.價
値
減
少
に
ょ
つ
て
減
少
せ
し
め
ら
る
、
に
.從
つ
.て
、
國
民
的
富
裕 

社
概
し
て
增
加
せ
し
め
ら
る
、
と
做
す
の
結
論
に
到
達
す
る
0(ibid., 

p
_
. 

S

0

O

何
人
と
雖
も
、
穀
物
の
'豐
富
が
、
國
民
的
富
の
最 

も
重
要
な
る
項
目
で
あ
る
こ
と
を
疑
ふ
を
得
な
い
。
之
れ
と
等
し
く
、
.穀
物
の
稀
少
は
、
國
民
的
貧
困
の
最
も
重
大
な
る
徵
候
で
あ
る 

こ
と
も
亦
、
殆
ん
ど
疑
問
の
：餘
地
が
な
い
。
而
も
グ
レ
ゴ
リ
彳
キ
ン
グ
に
據
れ
ば
、
.收
獲

の

ニ

割

、
ニ

割

、
三

_割
、
四
割
、
五
割
の
減
少 

は
、
穀
物
の
價
格
を
普
通
の
相
場
以
上
に
三
割
、
八
割
、
十
六
割
、
二
十
八
割
、
四
十
五
割
方
騰
貴
せ
し
め
る
。(

前
揭『

重
商
主
義
經
濟
學 

說
硏
究1

一
八
〇
、
九
八
四
丨
五
頁
參
照
。P

&
H
C

 Wealth, 

p. 

5
1
0
。

.
一
 
般
的
結
合
の
不
可
能
の
外
、
何
物
と
離
も
、
私
的
貪
慾 

の
勒
取
に
對
し
て
公
的
富
を
防
護
す
る
も
の
は
な
い
。
㈣
■
人
が
夥
し
き
量
の
香
料
を
燒
い
た
と
稱
せ
ら
れ
る
の
は
這
般
の
原
理
に
逛 
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九
li
t
紀
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國
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羅
派
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5
 

£

5

W

 

V

の
で
あ
る
o (ibid

十p. 

5
4

•ン
°

ロ
丨
ダ
デ
丨
ル
は
其
の
論
步
を
進
め
て
、
當

(
f
e
s
)

の
1

J
が
、
貨
物Q

數
量
に
於
け
.る
變

化

よ

り

坐

じ

つ

、

ぁ

る

際

に

は

、 

常
に
-.
w

(

1

1

5

の
直
接
減
少
の
證
左
で
ぁ
り
^

、
.富

'sche ?
)

の
減
少
は
富

(

I

I

)

の
看
增
加
の
證
據
で
ぁ
る
こ
と
を 

概
し
て
肯
定
し
得
1

0
と
做
し
て
ゐ
る
。
彼
れ
は
唯
だ
這
般
の
命
題
に
對
し
て
例
外
た
る
後
述
す
可
き
唯
一
.の
場
合
を
認
め
る
。
斯 

く
て
§

0

定
義
.を
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
爲
る
。
而
し
て
彼
れ
は
ボ
ー
バ
ン
元
師(M.al:6chal d

e
v

-puban
)

の 

d

f
 l

a
l
e
.

中
I

見

し

て

、「

富」
(

w

l)

を
以
つ
て「

人
が
自
己
I

っ
て
有
用
若
し
く
は
快
適
な
る
が
故
に
、
願 

望
す
る
總
ベ
て
の
も
の
よ
.
成̂
る」

と
義
す
る
と
共
に
、
個
人
の
富
を
以
っ
て「

人
が
自
己
に
：取
っ
て
有
用
若
し
く
は
快
適
倉
が 

故
に
、
豐

す

る

念

で

ぁ

っ

て

、J
定
Q

f
 

.
Q
程
度
に
於
い
I

す

る

總

ベ

て

の

、

の

よ

り

I

」

と
做
し
て
ゐ
る
。

(

p

f 

Wealth, 

p
p
.lt
na\
r
K
.

)

o
稀
少
性
が
增
加
す
る
時
は
前
者
は
減
少
す
る
が
、
後
者
は
增
加
し
な
け
れ
ば

な

ら

ぬ

。

五

口

丨

ダ

デ

丨

ル

は

價

値

：に

對

す

る

消

费

の

關

係

を

指

_
し

、
需

要

の

彈

ヵ
I
■
可

變

的

度

位

の

結

果
；̂
細

論

し

て

、

消

費

の

經

濟

的 

意

義

を

論

述.せ
义

先

鋒

で

ぁ

つ

た
0 

.
 

:

-

'
私
富
の
本
質
及
び
其
の
蒙
り
f

變
化
を
十
分
に
了
解
す
る
が
爲
め
に
は
、
需
要
供
籥
の

.相
互
關
.係
及
び
.一.
財

貨

の

價

値

の

變

化 

:

が

私

賓

の

部

，
刀
を
形
成
す

'る
諸
他
の
.貨

物

の

價

値

に

及

ぼ

す

あ

ち

^
遺

接

の

♦

響七
研

贫
し
な
け
れ
ば

，な

ら

ぬ

.。

あ
ら
ゆ
る
貨
物
の 

價

恶(，1
)

其

の

看

の.減
少

に

由

り、
.

(

I

s
ハ
：の

數

量

の

增

加

潘

々

、
.

(
三

化
せ
し
め
ら
る
V

を
得
可
き
で
あ
る
。(ibid., 

p
_
.:s
o

o
是
れ
等
の
諸
因
中
の
第
一
の
も
の
を
取
つ
，て
言
へ
ば
、
侗
人
の
趣
味
は
相 

違
す
る
が
故
に
、
A
々
.は

一
貨
物
の
供
給
が
減
少
せ
る
際
に
、
彼
れ
が
之
れ
を
拋
槳
せ
ん
と
す
る
の
程
度
に
於
い
て
相
違
す
可
き
で
あ 

る
。
從
つ
て
數
量
の
減
少
は
、常
に
其
の
貨
物
其
の
箸
が
必
要
な
る
：の
觀
あ
る
程
度
に
從
つ
て
ょ
り
有
力
な
る
影
響
を
#
す
る
が
故
に
、 

種
々
な
る
貨
物
の
價
値
を
種
々
な
.る
程
度
に
於
い
て
引
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
斯
く
の
如
き
は
種
々
な
る
物
品
の
價
値
に
及
ぼ
す
凶 

荒
の
影
響
間
：の
相
違
を
明
か
に
す
る
。
穀
物
、
肉
及
び
其
の
他
第
一
の
必
要
品
は
：ー
定
の
地
.位
に

在

つ

て

，
は

、
又

一

定

の

事

情

の

下

に

於 

い
て
は
、

一
ょ
U
五
十
に
價
値
を
騰
貴
す
る
も
、
.趣
味
若
し
く
は
奢
侈
の
目
的
物
は
其
の
通
常
の
價
値
の1

1

倍
蒞
し
く
は
三
倍
に
騰
貴 

す
る
こ
と
が
殆
ん
ど
&
い
。(

技

0:
.
,
 

pp. 

59-66. )
o

次
い
で
、
彼
れ
は
或
る
貨
物
の
數
量
.增
加

.が

其

の

貨

物

の

價

値

に

及

ぼ

す

影

響 

を
論
じ
ノ( 

i

) 

pp. 

6
6
-
7
2
0
、

第
三
に
、
或
る
貨
物
に
對
_す
る
薷
要
0
增
加
が
其
の
'貨
物
の
價
値
に
及
ぼ
す
影
響
を
述
べ
.て
、
人 

々
が
挪
ふ
こ
と
の
出
來
る

一

定
め
犧
牲
が
坐
活
必
要
品
を
取
得
ず
可
し
と
し
た
な
ら
ば
、
如
何
な
る
價
値
の
騰
貴
と
雖
も
、
彼
れ
等
を 

し
て
是
れ
等
の
も
の
i
取
得
を
廢
棄
せ
し
む
る
こ
と
を
得
ず
と
做
し
、(ibid., pp. 

72.-76,y

第
四
に
、
或
る
貨
物
に
對
す
る
需
要
の 

減
少
が
其
の
貨
物
の
價
値
に
及
ぼ
す
影
響
を
說
い
て
、

必
要
、
習
慣
若
し
く
は
趣
味
に
由
つ
て
其
の
貨
物
に
.對
し
て
坐
ぜ
し
め
ら
れ
た 

愛

好(inclination)

の
程
度
を
注
意
し
て
ゐ
る
。(ibid., 

P
P
,

 7
7-
7
9
，)

°

而
し
て
後
、
彼
れ
は
需
要
の
種
々
な
る

彈
カ
性
を
示
す
が

爲
め
に
屠
肉
、
葡
萄
酒
及
び
芥
子
の
例
を
取
つ
て、
砂

膠

の

如

き

一

，
定

貨

物
.の(. 一

)

數

量

減

少

、

(

ニ)

需

要

增

加

、

(

三)

數

量

增

加

及 

び

(

四)

需

要

減

少

に

由

つ

て

招

致

せ

ら

る

、
投

費

の

順

序

(the 

odei; of expenditure )

に
於
け
る
變
更
の
影
響
を
攻
究
し
て
ゐ 

る
。
是
れ
等
の
諸
貨
物
は
茜
し
く
相
違
せ
る
影
響
を
受
く
可
き
で
あ
る
。
是
れ
等
の
貨
物
に
關
す
る
這
般
の
變
化
は
其
の
各
.々
の
員
!: 

第
十
九
世
紀
英
國
反
正
統
派
經
濟
學 

1

五

(

五
1
芄)



潘

十

九

诹

紀

英

國

反

茁

統

派

經

濟

學

r
、 

s

-

3 

及
び
需
要
間
の
雙
ロ
を
變
更
せ
し
矣
上
に
於
い
て
著
し
く
相
異
れ
る
影
響
を
有
す
可
き
が
放
に
、
そ
は
又
各
々
の
一
免
數
量
の
賈
値

^
1
.
.
- 

s
* 

'

.

是
に
於
い
て
乎
—

人
的
窟
の
集
攔
把
於
妙
る
.增
加
.が
其
の
.國
民

の

；
霄

の

上

；に

同

樣

の

影

響

を

生

ず

■

合
は
唯
だ
一
つ
で
あ
フ
て
、 

而
も
そ
は
極
め
，て
實
柱
し
難
い
も
の
，で
あ
石
^
S*
ふ
.結

論

が

避

け

難

い
も
の
と
爲
る

の

で
あ
る
。
.
斯
く
の
如
き
唯
一
の

場

合

は

'

即

ち 

或
る
貨
物Q

數
量
と
之
れ
海

す

る

霊

と

亦

比

例

し

て

增

加

せ

ら

れ

、
而
し
て
之
れ
と
同
時
に
增
加
せ
ら
れ
た
需
要
の
滿
足
並
び
に

. 

增
加
せ
ら
れ
た
數
量
の
取
得
の
爲
め
に
基
金
が
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
際
で
あ
る
。(ibid., 

!>•1
0
5
.)。

.
六

，

'

n

丨
ダ
デ
！
ル
は
次
ぎ
の
諸
章
に
於
い
て
、
富
の
泉
源
及
び
之
れ
を
增
大
す
る
の
手
段
を
論
じ
-
不
生
產
的
勞
働
、
分
勞
及
び
資
本 

の
職
能
等
の
點
に
關
し
て
籠
に
.ア
ダ
ム
；

、、、
ス
を
批
評
す
る
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、
土
地
、
勞
働
及
び
資
本
は
相
異
れ
る
發
達
の
階
段 

に於いて甚しく

相
異
れ
る
#
合
に
於
い
て
富
の
生
產
に
貢
献
す
る
も
、
而
も
楚
れ
等
の
三
：者
は
總
ベ
て
富
の
本
源

?̂衆
源
た
る
も 

の
で
あ
る
。『

國
富
論』

の
著
者
は
資
本
の
利
_
を
以
つ
て
勞
働
者
に
よ
つ
て
原
料
に
附
加
せ
ら
る
、
價
値
よ
り
支
拂
は
れ
、
圻
く

て
又 

之
れ
よ
り
引
き
出
さ
る
X
も
の
と
思
料
せ
る
の
觀
が
あ
る
o (

w
e
a
l
t
h

 of 

N
a
t
i
l

 

V
O
L

 

I, 

op. 

c
i
r

 

P
P
，
4
0
0

 

4
26.)

o n

ッ
ク 

も

亦
略
々
同
樣
の
意
免
を
述
べ
て
ゐ
る
o (s

o
m
e

 

Considerations 
of 

the 

c
o
n
s
e
q
s
n
c
e

 

of 

lowering 

Interest, 

a
n
d

 

raising* 

the 

Value 

of 

M
o
n
e
y
,

 

1692, 

P. 

5
3
0
0

若
し
斯
く
の
如
き
も
の
が
瓷
本
利
潤
の
正
確
な
る
觀
念
で
あ
る
な
ら
ば
、
資
本
利
潤
は 

收
人
の
派
生
的
蠢
で
あ
つ
て
、
本
源
的
の
も
の
た
I

得
ざ
る
可
くr
斯
く
て
又
、
資
本
は
、
其
の
利
潤
が
單
に
勞
動
者
の
懷
ろ
か

ら
資
本
所
有
者
の
懐
ろ
へ
の
移
轉
に
過
ぎ
ざ
る
が
故
に
、
富
の
枭
源
と
考
へ
ら
れ
得
ざ
る
こ
と
\-
爲
る
可
き
で
あ
ら
ぅ
0
チH

ル
ゴ
オ 

は
•，
資
本
の
所
有
者
は
、
彼
れ
が
興
の
資
本
を
土
地
の
取
得
に
使
用
し
た
な
ら
ば
、
其
の
資
本
が
彼
れ
に
對
し
て
産
出
す
可
き
も
の
に 

.對
し
て
賠
償
を
受
く
る
の
權
利
あ
り
と
思
惟
せ
る
が
如
く
で
あ
る
。

(
R
s
e
x
i
o
n
s

 

s
u
r
l
a

 

Formation 

. 

e
t
l
a

 Distribution des 
Hichesses, 

§ 

60, )

o
而
も
ロ
ー
ダ
デ
.丨
ル
は
遺
箇
後
世
の
所
謂「

結
實
說」

(Turgots 

Nsktifkationstheorie)

を
以
つ
て
"
實 

際
に
於
い
て
利
_
の
分
前
に
對
し
て
準
度
を
供
給
す
る
こ
と
す
ら
な
き
も
の
で
あ
つ
.て
、
又
祀
さ
に
そ
が
如
何
に
し
て
、
又
何
處
よ
り 

發
し
た
る
か
に
關
し
て
何
等
の
觀
念
を
も
與
ふ
る
こ
と
な
き
も
の
と
觀
たo

(
p
u
b
】ic Wealth, 

pp. 

155-15

00
レ
。

&

 
く
し
て
彼
れ
が 

資
本
の
收
受
す
る
利
潤
を
以
つ
て
上
述
の
如
き
性
質
を
有
す
る
單
な
る
移
轉
に
非
ず
し
て
、
自
己
の
獨
立
せ
る
勤
務
よ
り
坐
ず
る
も
の 

と
主
張
し
、
‘愛
に 

一
©
の

「

間
接
坐
產
カ
說」

を
唱
道
せ
る
こ
と
は
吾
人
が
他
.の
機
會
に
於
い
て
述
べ
た
る
が
如
く
で
あ
る
。(

前
掲 

『

經
濟
學
史J

上
卷
五
o
七
頁
參
照)

o

鋤
を
有
す
る
一
個
の
入
は
爪
を
使
用
し
つ
、
あ
る
五
十
人
.の
仕
事
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
る
。 

斯
く
て
此
の
部
分
の
資
本
は
四
十
九
人
の
勞
働
の
必
要
を
推
除
す
る
。(ibid,, 

p
;
163.)

o
.資
本
は
固
定
的
な
る
と
流
動
的
な
る
と 

を
問
は
ず
、
國
內
交
易
に
投
ぜ
ら
る
X
と
國
際
交
易
に
投
ぜ
ら
る
、
と
を
間
は
ず
、
決
し
て
勞
働
を
發
動
せ
し
め
、
若
し
く
.は
勞
働
の 

坐
產
カ
を
增
加
す
る
が
爲
め
に
使
用
せ
ら
る
X
に
非
ず
し
て
*
却

0
て
資
本
が
使
用
.せ
ら
る
\
に
非
ざ
れ
ば
人
間
の
'手
.に

よ

づ

て

遂

行
 

せ
ら
る
可
き
勞
働
の
一
部
の
必
要
を
そ
が
推
除
す
る
か
、
.若
し
く
は
そ
が
人
間
の
力
を
以
つ
て
し
て
は
到
底
遂
行
す
る
こ
と
能
は
ざ
る 

努
働
の.

一
.部
を
仕
遂
ぐ
る
.か
の
孰
れ
か
の
事
情
よ
り
し
て
獨
自
に
人
類
に
取
つ
て
有
用
若
し
く
は
有
利
な
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
ロ 

J
ダ
デ
ー
ル
，は

斯

く

の

如

き

を

以

つ

て

單
な
る
言
葉
咎
め
に非
ず
し
て
、
其
れ
自
體
に
於
い
て
最
も
蕻
耍
な
る
差
別
で
あ
る
士
觀
る
。

第
十
九
世
紀
英
國
反
正
練
派
經
濟
學 

一
b 

C ：

五
，一
七
；

>



— 、— ー— 一… ,…丄 ル ^ 1̂ “ 1̂ ぬ-亦.-Vね - へ - -

笫
十
九
世
嗍
英
國
反
洱
統
派
經
濟
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|

八

(

五

ー

6

(
t
d
.
, 

pp. 2
0
3
-
2

.2.
^

ロ

1
ダ
デ
.丨
ル
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、
資
本
が
勞
働
を
發
動
せ：

し
め
、
勞
働
の
生
産
力
を
增
加
.す
る
と
做
す
の
觀
念
は
、
勞
働
が
到
る 

處
贮
於
い
て
現
存
資
本
の
定
量
に
比
例
せ
し
め
ら
れ
、
0
^
&
1
1
0
1

ン
^
1
|
,く0
1，I,.op. 

c
i
r

p. 

3.) 、
一

國
の
一
'
.
股

的

勤

勉

は

常
 

に
.之
れ
を
使
用
す
る
資
本
に
比
例
せ
し
め
ら
る
^
と
做
す
の
意
見(ibid., 

V01VII, 

p. 

3
7
.
)

を
生
ぜ
し
め
、斯
く
て
又
、
資
本
の
增 

加
は
富
を
增
大
す
.る
最
高
且
づ
無
際
限
な
る
手
段
で
あ
る
i
做
す
の
推
論
を
正
當
な
ら
し
め
る
。
’然
る
に
、
*
本
が
獨
自
に
有
用
且
つ 

宿
利
.に
.勞
働
の
推
除
、
若
し
く
は
執
行
に
使
用
せ
ら
る
\
を
得
る
と
做
す
の
意
見
は
、
自
か
ら
、
"I .

國
は
需
要
の
存
す
る
諸
物
件
の
生 

產
及
び
構
成
に
在
つ
て
r
勞
働
を
行
：ひ
.且
つ
推
除
す
る
が
爲
め
に
使
用
せ
ら
れ
得
る
ょ
り
も
吏
ら
に
大
な
る
資
本
の
部
分
を
所
有
す
る 

に

由

つ

て

利

用

ら

る
\
こ
と
を
得
ず
と
做
す
.の
推
論
を
示
唆
す
る
。(public Wealth, 

pp. 

2
S
-
2
0
5
.
V
O

询
に
初
め
て
利
間
の
本
 ̂

に
關
し
て
脈
絡
あ
る
理
論
を
提
唱
せ
る
の
名
譽
は
ロ

1
ダ
デ
ー
ル
に
歸
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
：ら

ぅ

.0

'

:

.

 

'

七

.

.

ロ
ー
ダ
デ
ー
•ル
は
又
、資
本
形
成
の
原
因
を
以
.つ
て
節
約
若
し
く
は
貯
蓄
な
.り
と
做
す
ア
ダ
ム
.•
ス
ミ
ス
の
學
說
に
對
し
て
生
產
を
以 

つ
て
資
本
形
成
の
根
源
と
做
す
の
學
說
を
唱
道
し
_た
。

. 

-
 

富
は
惟
り
其
の
生
産
せ
ら
る
ム
方
法
に
由
つ
て
の
み
增
加
せ
ら
る
、
を
得
る
こ
と
が
合
理
的
に
推
論
.せ
ら
れ
得
可
き
で
あ
ら
ぅo

然 

る
に
常
に
個
人
的
富
の
總
額
を
公
的
富
と
同
様
に
看
做
し
、
而
し
て
倘
人
の
富
を
增
加
す
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
以
つ
て
公
的
富
を
墙
加 

す
る
の
手
段
と
認
む
る
一
般
に
行
は
れ
つ
\
あ
る
偏
見
は
、
公
的
富
を
增
加
す
る
最
能
動
的
手
段
と
し
て
、
或
る
人
の
資
産
が
彼
^
に

權
利
を
與
ふ
る
願
望
の
對
象
を
彼
れ
が
彼
れ
自
身
よ
り
奪
ひ
取
る
に
依
る
鄙
吝
若
し
く
は
蓄
積(

私
的
資
産
を
增
加
す
る
i
常
の
手
段) 

を
指
牙
し
た
の
で
あ
る
。(ibid., 

P, 

2
000
.

)

。
然
し
な
が
ら
、
>
丨
ダ
デ
ー
ル
に
取
つ
て
は
、
蓄
積
は
八
、
6
及
び
0
よ
り
0
に
富
を 

移
轉
す
る
の
方
法
た
り
得
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
公
の
富
を
增
加
す
る
の
方
法
た
り
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
藍
し
富
は
惟
り
其
の
生
產 

せ
ら
る
X
と
同
一
の
手
段
に
よ
つ
て
の
み
增
加
せ
ら
る
-
が̂
故
で
あ
る
。
彼
れ
は
ア
ダ
ム
*
ス
ミ
ス
と
典
に
、
あ
ら
ゆ
る
浪
費
者
は
公
の 

敵
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
節
儉
家
は
公
の
恩
人
で
あ
り
、(wealtll of Nations, 

vol. 

I, 

p. 

4
1
4
0
、

而
し
て
資
本
を
暂
加
す
る
も
の 

は
鄙
吝
で
あ
つ
て
勤
勉
で
は
な
い(

i
c p. 

4
1
P
)

と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。(public Wealth, 

pp. 

2
0
9
. 

2
0
0
0更
ら
に 

幼
稚
な
る
農
業
狀
證
於S

て
、
或
る
人％

其
0

使
用
し
得
る
：̂
けQ

資
本
を
所
有
し
て
居
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
單
に
彼
れ
が
其
の 

使
.用
し
得
る
よ
り
も
以
上
を
取
得
す
る
が
爲
め
に
消
費
を
切
詰
む
可
き
こ
と
は
彼
れ
自
身
に
取
つ
て
も
他
の
.者
に
取
つ
て
も
孰
れ
も
利 

益
で
な
い
而
し
て
總
べ
て
の
時
代
に
於
い
て
之
れ
を
超
ぇ
て
は
資
本
が
有
利
に
增
加
せ
ら
る
X
を
得
ざ
る
點
が
存
す
る
。「

富
の
進
步 

と
共
に
、
社
會
資
產
の
第
一
項
目
た
•る
、
農
民
の
耕
作
す
る
土
地
は
改
良
に
よ
つ
て
一'層
生
產
的
と
爲
る
。
改
良
せ
ら
れ
た
る
耕
作
法 

は
よ
り
多
く
の
資
本
を
必
要
と
す
るo

然
し
な
が
ら
、
資
本
の
無
限
の
適
用
に
よ
つ
て
利
益
し
得
る
耕
作
法
は
一
も
存
す
る
こ
と
を
得 

亦

^

『

出
來
得
る
だ
け
多
く
が
、
か
の
畑
地
に
施
さ
れ
た』

と
は
總
べ
て
の
社
會
狀
態
に
於
け
る
農
業
家
の
言
葉
中
に
存
す
る
辭
句
で 

あり、

而
し
5

し
く
あ
ら
ゆ
る
社
會
i

に
於
い
て
、
人
知
の
現
狀
が
彼
れ
を
し
て
有
利
に
、
警

す
れ
ば
其Q

產
物
を
增
加
す
る 

幾
分
の
見
込
を
以
つ
て
、投
下
す
I

得
せ
し
め
得
衾

け

多
く Q

資
本
が
、
かQ

畑
地
の
改
良
に
使
用
せ
ら
れ
た
こ
i

意
味
す
る
し
。 

(Ibid., 

P
Y 22

3
-
2
2
4
.)。

一

國
の
要
す
る
資
本
の
髙
は
全
簾
般Q

知
識
に
依
存
し
、
斯
く
て
又
、
あ
ら
ゆ
る
特
殊
時
期
に
於
い
て 

第
十
九
批
朝
英
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嚴
密
に
限
定
せ
ら
れ
る
。

_

■
 

.
 

'

、
口
ー

ダ

デ

ー

ル

に

從

：へ
ば
、
：勞

働

と

等

し

く

資

本

は

坐

產

に

於

.け
る
能
勸
的
要
素
で
あ
る
0
,洵
_に
勞
働
が
働
く
と
本
質
的
に
同
ー
の

意
味
に
於
い
て
、
資
本
は
働
く
の
で
あ
る
。
斯
く
て
彼
れ
は
,
文
明
社
'#
'
に
於
い
て
は
フ
大
洋
か
ら
取
得
せ
ら
る
、
も
の
を
除
き
、
人 

間
の
富
.は(

一)
人
的
な
る
と
資
本
に
よ
っ
て
遂
行
せ
ら
る
\
と
を
問
は
ず

、

其
の
願
望
の
對
罾
㈱
の
數
量
を
增
加
し
且
つ
其
の
品
質
を 

改
善
す
る
が
爲
め
に
使
川
せ
ら
る
X
勞
働
、
即
ち
農
業
に
よ
り
、(

一

一)

人
的
な
る
と
資
本
に
よ
つ
て
遂
行
せ
ら
る
、
と
.を
間
は
ず
、
消 

費
に
對
し
て
形
態
を
與
へ
、
而
し
て
貨
物
を
し
て
消
費
に
適
合
せ
し
む
る
が
爲
め
に
使
用
‘せ
ら
る
.

4

勞

働

、
，
即

ち

製

造

工

業

に

よ

つ

て 

惟
り
增
加
せ
ら
る
X
を
得
る
も
の
と
主
張
す
る
o (ibid., 

P. 

2
700
.

)

°

彼
れ
は
勞
働
の
取
る
方
向
に
及
ぼ
す
富
の
分
配
の
影
響
を
極
め
て
明
瞭
に
表
示
し
た
。
彼
れ
を
以
っ
て
觀
れ
ば
、
資
產
の
大
不
平
等 

は
下
層
階
級
を
貧
困
な
ら
し
む
る
に
由
つ
て
、
到
る
處
に
於
い
て
公
富
の
增
加
に
對
す
る
主
た
る
障
碍
で
あ
つ
た
o(

i
b
i
f

p. 345. )

o 

趣
味
の
物
品
に
對
す
る
願
望
に
注
ぎ
込
：む
莫
大
な
る
資
産
を
有
す
る
人
々
：の
投
費
の
道
筋
は
、
屢
々
其
の
狂
想
の
滿
足
に
寄
與
す
る
# 

の
奇
拔
な
る
想
像
と
等
し
く
際
限
な
き
も
の
で
あ
る

が

、

而
も
#
れ
等
の
習
慣
は
彼
れ
等
が
斷
じ
セ
遂
行
す
る
こ
と
を
要
求
せ
ら
る
、 

こ
と
の
な
い
勞
働
を
推
除
す
る
が
爲
め
の
投
寶
を
能
く
示
唆
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
之
に
反
し
て
、
其
の
勤
勉
が
彼
れ
を
し
て
収
得
す 

る
を
得
せ
し
む
る
慰
安
物
を
增
加
す
る
小
資
產
を
有
す
る
人
の
習
慣
は
自
か
ら
彼
れ
の
遂
行
す
る
勞
働
を
推
除
す
る
の
願
望
を
提
起
せ 

し
め
、
其
の
間
に
彼
れ
は
、
其
の
適
度
の
富
の
中
に
、
彼
れ
自
身
を
利
益
し
、
又
彼
れ
の
屬
す
る
社
會
を
富
裕
な
ら
し
む
る
所
の
も
の 

を
遂
行
す
る
の
手
段
を
發
見
す
る
0(ibid., 

p
.
ôo
,

)

。
斯
く
て
富
の
分
配
は
管
だ
に
あ
ら
ゆ
る
國
の
產
業
が
從
事
せ
し
め
ら
る
、
道

筋
並
び
に
言
ふ
ま
で
も
な
く
そ
が
其
の
坐
產
に
於
い
て
堆
越
す
る
物
品
を
規
制
し
決
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
適
當
な
る
富
の
分
配
は
國 

內
市
場
に
於
け
る
規
則
1£
し
く
粟
進
的
な
名
需
耍
を
支
持
す
る
に
よ
り
、
又
其
の
習
慣
が
勞
働
を
推
除
す
る
の
願
望
.を
坐
ぜ
し
む
る
の 

傾
向
あ
る
#
に
之
れ
を
實
行
す
る
の
カ
を
與
ふ
る
に
よ
つ
'て
、
觅
ら
に
一
肠
有
效
に
富
の
增
加
を
保
證
す
る
0(

&
:̂
.
, pp> 349-350, )

o 

フ
ラ
ン
シ
ス
•
ベ
ー

コ
ン
日

く「

何
事
を
措
い
て
も
、
一
國
內
に
於
け
る
財
寶
及
び
貨
幣
が
極
め
て
少
數
の
手
中
に
集
め
ら
れ
な
い
よ 

ぅ
に
賢
明
な
る
政
策
が
用
ひ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
藍
し
、
，然
ら
ざ
れ
ば
、一

國
は
大
資
本
を
有
す
る
も
、
尙
ほ
餓
ゆ
る
こ
と
あ
る
可
き
が 

故
で
あ
る
。
而
し
て
貨
幣
は
肥
料
と
等
し
く
撒
布
せ
ら
る
、
に
非
ざ
れ
ば
、
何
等
の
用
を
も
爲
さ
C
る
も
の
で
あ
る」

と
。(

w
p
g
p
w

 

Essays, 

p. 

3
9
0
0

 

ロ
丨
ダ
デ
ー
.ル
は
.此
の
金
言
の
眞
理
を
强
化
し
て
、
或
る
程
度
ま
で
ス
ミ
ス
の『

國
富
^』

中
に
不
足
せ
る
涔
察 

を
供
給
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
從
へ
ば
、
.勞
働
は
能
動
的
生
產
要
素
で
あ
り
、
資
本
は
勞
働
を
發
動
せ
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
而 

し
て
資
本
は
節
約
の
結
果
で
あ
る
0
是
に
於
い
て
乎
、
節
約
の
行
は
る
X
こ
と
愈
々
多
け
れ
ば
、
愈
々
多
く
の
資
本
は
形
成
せ
ら
る
可 

く
"
愈
々
多
く
の
資
本
が
形
成
せ
ら
る
\
な
ら
ば
、
愈
々
多
く
の
勞
働
は
發
動
せ
し
め
ら
る
可
く
、
而
し
て
愈
々
多
く
の
勞
働
が
發
動 

せ
し
め
ら
る
、
な
ら
ば
、
愈
々
多
く
の
富
は
生
產
せ
ら
る
i
に

至

る

可

き

で

あ

る

•。

然

る

に

ロ

ー

ダ

デ

ー

ル

の

觀

る

所

を

以

つ

て

す

れ 

ば
、
節
約
は
啻
だ
に
資
本
蓄
積
の
唯
一
主
要
の
泉
源
で
な
い
ば
か
り
.で
な
く
、
殆
ん
ど
全
く
、
勞
働
す
る
こ
と
な
き
人
々
に
よ
つ
て
、
 

.隨
つ
て
又
、
人
的
勞
働
を
推
除
し
若
し
く
は
補
足
す
る
の
方
法
を
發
見
せ
ん
と
す
る
何
等
の誘

！
！

を
も
有
せ
ざ
る
人
々
に
よ
つ
.て
實
施 

せ
ら
る
、
が
故
に
危
險
な
る
泉
源
-で
あ
つ
て
、
斯
く
て
又
、
資
本
の
坐
產
過
多
を
來
す
の
•傾
向
あ
，る
も
の
.で
あ
る
。

_
彼
れ
は
又
、
同

一

の
^
罾
に
莶
い
て
、
殳
法
的
干
渉
に
由
つ
て
砠
_
的
に
收
入
0
大
な
る
胄
八
ヵ
を
資
本
に
©
罾
せ
し
む
る
.を
非
議
し
、 
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減
債
兹
金
の
.愚
を
嗤
ひ
、
是
れ
を
以
つ
て
.公
富
を
減
少
す
る
最
能
動
的
龙
法
な
り
と
做
し
、
產
業
の
依
存
す
る
需
要
を
刺
激
す
る
'の
重 

要
な
^.
所
以
を
强
調
し
、
.現
在
蓄
镇
の
爲
め
に
捧
げ
ら
れ
.つ
V
あ
、る
收
人
部
分
を
自
國
產
物
及
び
製
品
ゆ
雕
入
に
費
す
を
以
つ
て
公
富 

を
增
加
す
る
最
有
效
手
段
と
思
惟
し
た
。
彼
れ
ば
一
：千
八
百一

一
十
ニ
年
、
其
の
：

『

庶
拔
院
へ
0
請
願
の
大
意』

中
に
於
い
て
、
國
家
の
資
，
 

本
の
大
な
る
部
分
.を
收
入
ど
し
て
年
々
.投
費
す
る
の
方
針
を
採
る
時
は
，
必
然
勞
傭
に
對
す
る
需
要
を
增
加
し
、
是
'
に
由
つ
て
勞
勒 

の
賃
銀
を
增
大
し
、
人
口
の
增
加
を
獎
勵
す
る
に
反
し
、
法
律
に
據
つ
て
强
ひ
て
收
入
の
大
な
る
部
分
を
資
本
と
し
て
費
さ
し
む
る
の 

政
策
を
採
用
す
る
時
は
、
必
然
勞
働
に
對
す
る
需
要
を
減
少
し
、
是
れ
に
由
つ
て
勞
_
の
：賃
銀
.を
低
下
し
、
斯
く
し
て
無
謀
に
坐
ぜ
し 

め
ら
也
た
過
剩
人
口
を
餓
死
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
カ
說
し
て
ゐ
る
、(sketch of a 

Petition, 

op. c
i
r

T»7 
ノ
。

.
■
.
 

' 

• 

ノ
：
 . 

.■■ 

,
 

,
 

■
 

.

.

『

經
濟
學
の
主
題
に
關
ず
る
一
宠
新
原
理
の
.叙
述』

の
著
盏
ジ
9;
ン
•
レ
ー
が
ロ
_丨
ダ
デ
ー
ル
.伯
と
幾
多
の
共
通
點
を
有
す
る
も
の
で 

あ
つ
て
、
特
に(

一
)

國
富
は
私
富
の
蓄
積
に
由
つ
て
增
加
せ
ら
れ
得
る
も
の
.で
あ
り
、( 一

一)

私
的
及
び
國
民
的
利
益
の
間
に
は
自
然
^
調 

和
が
存
す
る
と
做
す
ス
ミ
ス
の
兩
推
定
に
對
し
て
批
評
を
加
へ
、
而
し
て
資
本
の
一
般
問
題
に
就
い
て
精
細
な
る
論
述
を
行
へ
る
こ
と 

は
、
吾
人
が
_
き
に
本
誌
上
に
於
い
て
紙
介
せ
る
が
如
く
で
あ
る
。(

第
ニ
十
.九
卷
第
十
ニ
號
所
載
拙
稿『

古
版
經
濟
書
解
題
|

ジ>

ン
•
レ
ー
の
經
濟
學
の
主
題
に
關
す
る
.

一

定
新
原
理
の
叙
述』

參
照)
o 
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
の
影
響
を
«

る
こ
と
大
な
り
し
初
期
來
國
經
濟 

學
者
に
レ
ー
モ
ン

ド

D
S

S
闪
$
3
§
と

が
ぁ
り
、
獨
逸
學
者
に
ヘ
ル
マ
ン(Friedr. 

w
e
n
/
w
i
m
,

 

H
e
r
m
a
n
n

ン
が
あ
る
。

n

1
ダ
デ
ー
ル
卿
の
批
評
は
未
だ
古
典
的
經
濟
學
の
.發
達
が
完
成
を
見
ざ
る
以
前
に
於
い
て
表
明
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の 

鋒
鋩
は
主
と
し
て
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
0『

國
富
論』

の
.出
版
に
次
ぐ
ー
.ー
世
代
の
間
に
、
道
路
及
び
驛
馬
車
の
改
良
は
、 

商
工
業
の
指
揮
者
間
の
交
際
を
容
易
な
ら
し
め
た
が
、
而
も
*
是
れ
等
の
も
の
は
勞
作
階
級
に
對
し
て
は
直
接
に
役
立
つ
こ
と
が
比
較 

的
確
で
あ
っ
た(

運
河
の
舟
行
は
抵
廉
で
あ
9
た
が)

。
同
樣
に
印
刷
術
及
び
郵
便
組
織
：に
於
け
る
相
次
げ
る
進
歩
は
、
全
國
の
有
福
階 

級
及
び
企
業
階
級
を
し
て
相
互
に
接
觸
を
保
た
し
む
る
にs

;

す
る
所
が
あ
っ
た
が
、
而
も
是
れ
等
の
も
の
は
讀
む
こ
と
も
書
く
こ
と
も 

出
來
ぬ
人
民
の
大
衆
に
對
し
て
は
殆
ん
ど
何
等
役
立
っ
所
が
な
か
っ
た
。•
經
濟
的
國
民
性
の
精
神
が
博
識
な
る
階
級
か
ら
他
.の
階
級
に 

浸
潤
し
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
が
、
而
も
其
の
間
に
於
い
て
坐
#
資
料
に
對
す
る
人
口
の
腿
迫
は
未
だ
遠
隔
の
地
よ
り
す
る
自
由
に
し 

て
低
廉
な
る
食
料
の
輸
入
に
よ
っ
て
救
濟
せ
ら
れ
ず
し
て
、
階
級
的
不
和
を
坐
ぜ
し
む
る
の
傾
向
が
あ
つ
た
。
斯
く
て
人
民
は一

一
個
の 

國
民
、
即
ち
富
者
と
脅
苕
と
に
分
割
せ
ら
れ
た
。
主
と
し
て
立
法
部
を
操
縦
せ
る
諸
階
級
：に
よ
る
政
權
の
暴
虐
な
る
濫
用
は
共
の
暗
影 

を
罠
く
第
十
九
世
^
中
に
展
べ
た
0
へ
^
ミ
5
1
1
^
1
,

Money. Credit and 

Commerce, op. 

d

r

p. 

6
.)。

古
典
的
經
濟
學
は
、
舊
家
阀
制
度
の
手
エ
業
に
代
ふ
る
に
大
規
模
の
機
械
生
產
を
以
っ
.て
し
、
最
早
過
去
の
保
護
的
立
法
の
必
要
を 

感
ず
る
こ
と
：の
な
い
ゑ
業
精
神
を
發
達
せ
し
め
ー
經
濟
組
織
の
變
化
に
よ
っ
：て
喚
起
せ
ら
れ
た
双
治
的
改
革
を
確
保
し
、
而
し
て
進
歩 

的
經
營
方
法
に
取
っ
て
有
利
な
る
輿
論
.を
敎
_
す

可

き

學

說

の

體

系

を

要

求

し

っ

'
あ

る

工

業

ブ

ル

デ

ュ
ヮ

ジ
ー
の
支
持
を
受
け
て
、 

此
の
驚
嘆
す
可
き
激
動
時
代
の
rr「

宗
教」

の

——
*
と
爲
っ
た
。
而
し
セ
JE
統
派
經
濟
學
の
_ 

■は
一
千
八
吉
十
七
年
に
於
け
る
9
力
ー
ド 

ォ
の

『

M
濟
及
び
課
税
原
理』

の
出
版
と
共
に
殆
ん
ど
一
朝
に
し
て
竣
工
し
た
。(

前
揭
：r

經

濟

學

史

』

上

卷

三

〇

一
ー
三
頁

參

照

)

。

第
十
九
世
紀
英
國
反
JH
統
派
經
濟
學 

二

三

c
s
n
l
e



第
十
九
世
紀
英
國
反
正
統
派
經
濟
學 

ニ

四

(

五
二
四)

夙
に
ー
千
八
百
ニ
十
ー
尔
の
交
に
於
い
て
理
論
の
權
成
は
旣
に
完
全
と
看
做
さ
れ
、
'單
に
必
要
な
、
は
其
0
弘
布
宣
傳
に
あ
り
と
思
惟

せ
ら
れ
た
O 

C同
三
九
七
.
I八
頁
參
照)

0
.而
し
て
其
の
弘
布
宣
傳
は
極
め
て
急
速
に
奏
效
し
た
。

一

千
八
百
二
十
一
年
に
在
っ
て
は
リ

力
ー
ド
オ
經
濟
學
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
い
て
反
感
を
激
發
せ
る
頗
る
不
評
な
る
小
團
體
、
，即
ち
功
利
主
義
者
の
一
部
の
信
條
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。(
同
三
九
九—

四
〇
〇
頁
參
照)

。
然
る
に
そ
は
其
の
後
？

苹
間
に
於
い
て
廣
く
承
認
せ
ら
れ
て
、
：社
會
的
立
法
に
於
け 

る
支
配
力
と
.爲
つ
た
o

此
の
時
代
の
1
小
册
子
の
著
者
に
ょ
つ
て
リ
ヵ
丨
ド
ォ
學
派
に
適
用
せ
ら
れ
，た

「

エ
業
經
濟
褽
者」

な
る
名
辭
は
極
め
て
適
切
な
る 

も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
てH

業
階
級
S

ホ
ィ
ッ
グ
關
係Q

斷
片
と
結
合
し
て
、
近
代
的
自
由
管

形

成

せ

る
時
、
新
經
濟
學
は
是
れ 

等
雨
虞
が
結
合
す
f

と
が
出
來
、
而
し
て
是
れ
等Q

も
の
を
し
て
非「

哲
學
的」

若
し
く
は
前

r

s
的J

急
進
主
i

及
び
券
狀 

主
義
者
.
|
ら
に
徹
底
的
な
る
民
塞
義
的
敎
義
に
签
く
政
策
に
向
っ
て
退
却
す
る
の
必
要
を
免
れ
し
め
た
足
場
を
佻
給
し
た
0
經
濟 

學
は
斯
くQ

如
く
し
て
實
際
政
策
中
に
取
入
れ
ら
れ
て
其Q

、

更

ら

揚

證

る
代
表
者
が
之
れ
臭
は
し
め
た
る
其
の
震
的
性
質 

を
全
然
失
ひ
、
經

濟

的

謹

S

接
且
っ
如
時
S

存
s

s

f

f

れ
得
I

f

看

做

っ

た

る
。(

W
.
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S
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)

o

經
濟
學
的
方
法
に
關
す
る
正
統
學
派
の
教
義
は
弘
布
し
た
。
I

I

ド
ォ
.の

光

彩

あ

る

.
演

繹

論

は

觀

察

を

破

壞

し

た

3

一
千
八
百
三 

T-

年
に
叙
濟
學
の
方
法
論
を
草
し
た
ジ
ョ
ン
•
ス
デV

ア
_
1ト
•
ミ
ル
は
、
經
濟
科
學
を
以
つ
て
本
來
杣
象
科
學
と
し
て
、
又
其
の
方
法

を
以
つ
て
先
驗
的
と
し
て
特
性
附
け
た
0
で
あ
る
0
コ
0
1
1
1
1

 

Stuart 

M
i
l
l
,
G
n

 

the. De&oitioii 

of 

Political E
c
o
n
o
m
y
;

 a
n
d

 

on 

the 

M
e
t
h
o
d

 

0H>investigation 

p
r
o
p
e
r

rt
-
o it:

—

-Essays o
n

 s
o
m
e

 

u
n
s
e
t
t
l
e
d

iouestions of Political E
c
o
n
o
m
y
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Joo
办
私
.ノ
 
o 

當
li
l

o大
In
i
題
は
猶
ほ
枸
策
の
撤
廢
と
自
由
交
易
の
確
立
.と
で
あ
る
。
演
繹
法
は
這
般
の
間
題
の
解
決
に
取
っ
て
滴
當
な
る
も
の
で
あ 

り
、
又
最
も
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
0
最
も
强
烈
な
る
產
業
自
凼
の
中
：張
は
悉
く
人
間
性
に
關
す
る
一
定
の
知
れ
渡
っ
た
事
實
よ
り
す 

る
演
經
論
で
あ
る
0「

演
壇
に
於
け
る
コ
ブ
デ
ン：

は
、
書
齋
に
於
け
る
リ
カ
ー
ド
オ
と
等
し
く
演
繹
的
で
あ
る
J
o (Lectures 

on 

the 

Industrial Revolution 

of the 

loo
t
h Century in 

E
ngland, 

Popular 

Addresses, 

Notes 

s
d Other 

F
r
a
g
m
e
n
t
s

 

b
y

 the 

late 

A
r
n
o
l
d

 

Toynbee, 

6th i

日pression, 

1902, 

p. 

10)0

1

千
八
百
四
十
六
年
の
穀
法
撤
廢
は
工
業
階
級
の
直
接
の
利
害
に
よ
っ
て
指
輝
せ
ら
れ
た
の
.で
あ
る
が
"
而
も
當
時
ひ
正
統
經
濟
學 

と
{元
全
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
英
_
の
貿
易
は
飛
躍
的
に
增
加
し
っ
、
あ
っ
た
。
英
國
は
世
界
の
工
場
と
化
し
つ
、
あ
る
も
の 

で
あ
っ
て
、
叉
恐
ら
く
永
く
斯
く
の
如
き
狀
態
を
維
持
す
可
き
も
の
X
如
く
に
見
ぇ
た
。
純
然
た
る
工
業
的
政
策
が
果
し
て
結
局
に
於 

い
て
危
險
と
爲
る
の
虞
れ
な
き
や
否
や
に
關
し
て
マ
ル
サ
ス
の
如
き
人
々
す
ら
懷
抱
せ
る
疑
問
は
侮
蔑
的
に
排
斥
せ
ら
れ
た
？
勞
働
人 

ロ
に
對
す
る
更
ら
に
寬
大
な
る
熊
度
.と
初
期
經
濟
學
者
の
.意
に
適
へ
る
も
の
よ
り
も
更
ら
に
高
尙
な
る
社
會
觀
に
引
寄
せ
ら
.れ
た
者 

は
、
ミ
ル
が
ォ
！
ギ
ュ
ス
ト
«
コ
ン
ト
及
び
社
會
主
義
者
の
影
響
の
下
.に
草
し
た
感
動
的
な
る
章
句
に
於
い
て
彼
れ
等
に
訴
ふ
る
所
多 

き
を
看
出
し
た
。
而
も
斯
く
の
如
き
章
句
W
1E
銃
派
の
敎
旨
の
實
體
ゼ
に
於
い
て
何
等
自
然
的
地
位
を
有
せ
ざ
る
こ
と
は
猶
ほ
未
だ
悟 

了
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
此
の
間
に
於
い
て
英
國
經
濟
學
の
滿
悅
を
携
亂
す
る
も
の
と
期
待
せ
ら
る
、
を
得
可
き
.歐
洲

大

陸

の

，
思

潮

は

存 

.

第
十
九
世
紀
英
國
反
芷
統
派
.經
濟
學

 

ニ
五
.

(

五
；
ニ
，
五

)
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笫
十
九
世
紀
英
囪
反
正
統
派
經
濟
學 

ニ

六

(

五
ニ
六) 

し
な
^
で
は
な
か
っ
た
。
' 然
し
な
が
ら
、
勞
働
階
級
に
屬
す
る
各
個
の
家
族
を
取
扱
，へ
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
草
せ
ん
こ
と
を
明
し
、
而
し 

て1.
家
族
.の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
草
ず
る
は
單
に
其
の
：歷
史
を
詳
姍
に
說
き
、
其
の
坐
渚
の
方
法
を
叙
し
、
而
し
て
其
の
坐
活
の
資
源
を
分 

析
す
る
の
み
な
ら
ず
、.複
式
簿
記
の
一
種
に
於
い
て
其
の
日
々
の
生
活
を
.概
括
し
、
經
費
の
各
項
目
を
.愼
重
に.

收
入
と
對
比
鄉
掰
せ
し 

む
る
に
往
り
と
做
せ
る
ル
•ブ
レ
ー
の
方
法
も
、經
濟
學
に
對
す
る
コ
ン
ト
の
批
評
も
、
ロ
ッ
シ„

ル
、
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
及
び
ク
ー
一
丨
. 

ス
等
獨
逸
舊
歷
史
學
派Q

人
々
の
見
解
も
猶
ほ
未
だ
英
國
に
進
入
す
る
に
至
ら
ず
し
て
、
此
の
國
の
經
濟
學
的
硏
究
は「

島
國
的
偏
狹
- 

性」

を
有
し
.て
居
つ
た
0(

w
.

 
s. Jevons, 

T
h
e

 Theory of 

Political Economy,. 2
n
d

 e.d., 

1SN9, 

d
. 

xlvi; 

Asbley 

op; 

c
i
r

 

P
P
.

00

-
9
0
0

然
も1

千
八
百
四
十
六
年
以
後
に
至
っ
て
舊
經
濟
學
の
使
命
は1

先
づ
搌
さ
れ
た
。新
氣
運
を
齎
せ
る
も
の
は
勞
働
糊
題
で
あ
っ
た
。 

經
濟
學
は
勞
働
階
級
の
.擦
頭
に
由
っ
て
變
革
せ
ら
れ
た
と
稱
す
る
も
過
言
で
は
な
い
o
か
の
賃
銀
基
金
說
は
、
經
濟
擧
の
科
學
的
硏
究 

に
對
し
て
殆
ん
ど
何
等
の
興
味
：を
も
有
す
る
こ
と
な
く
、
單
に
勞
働
階
級
を
し
て
永
く
.彼
れ
等
の
境
涯
を
持
續
せ
し
む
る
が
爲
め
に
、 

其
の
學
說
を
引
用
せ
ん
と
す
る
人
々
に
由
つ
て
熱
心
に
固
執
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
而
し
て
此
の
學
說
が
凡
そ
一
千
八
百
一I

十
芊
の
.頃
か
ら
、
 

同
七
十
年
に
亙
っ
て
、
普
く
經
濟
學
者
に
ょ
っ
て
認
め
ら
れ
て
居
っ
た
こ
と
は
、
當
時
の
經
濟
學
を
し
_て
勞
働
者
の
間
に
不
評
な
ら
し 

む
る
に
資
す
る
所
が
大
で
あ
っ
たO

然
る
に
一
.千
八
百
六
十
六
年
、
フ
ラ
ン
シ
ス
•デ
ィ
•
ロ
ン
グ
は
賃
銀
基
金
說
が
抽
象
的
原
理
と
し 

て
も
尙
ほ
全
然
誤
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
論
し
、
，同
六
十
九
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
.•ト
ー

マ
ス
•
ソ
ー

ン
ト
ン
は
茁
常
に
賃
浪
率
、
即 

ち
勞
働
の
價
格
の
.決
定
原
因
た
る
の
觀
あ
る
も
の
は
、
極
め
て
少
數
の
場
合
に
於
い
て
は
自
由
競
S

あ
り
、
極
め
て
多
數
の
場
合
こ

於
い
て
は
結
合
で
ぁ
る
と
做
し
、
而
し
て
偶
々
賃
鈒
蕋
金
說
に
觸
れ
て
之
れ
を
攻
擊
し
た
。
■(

改
造
社
版
.

T

經
濟
學
全
集』

第
四
十
九
卷

『

經
濟
學
史』

所
收
拙
稿『

近
世
英
國
經
濟
學
史』

四
四
九
丨
四
五
八
頁
參
照)

。

一

千
八
百
七
十
四
年
、
ジ
日
ン
，
エ
リ
オ
ッ
ト
■
ヶ
ァ 

シ
ズ
は
其

»
3
0
日
6 L

e
a
d
i
n
g

 

principles, 

of 

p
o
l
i
t
i
c
^
E
c
o
n
o
m
y

 

N
e
w
l
y

 

E
x
p
o
u
n
d
e
d
,

に
於
い
て
價
値
學
說
に
對
す
る
勞
働

若
の
不
競
郇
集
團
の
存
莅
の
.意
義
を
明
か
に
し
、(

g
p.
., pp
.
.
6
6
-
6
7
.

昭
和
四
年
版
拙
著f

經
濟
學
史』

ニ
七
ニ
丨
三
頁
參
照)
、
同 

七
十
六
年
、
米
國
經
濟
學
者
フ
ラ
ン
シ
ス
•
エ
ー
•
ゥ
オ
力
ー
は
其

のT
h
e

 W
a
g
e
s

 

Question. 

A

 

Treatise on. W
a
g
e
s

 

s
d the

W
a
g
e
s

 clas
s
,

に
於
い
て
、

一
般
に
承
認
せ
ら
れ
た
る
賃
銀
說
を
顚
覆
し
て
、
其
の
新
學
說
を
表
明
し
た
。(

前

揭『

近
世
英
國
經
濟 

學
史J

四

七

七

丨

四

八一一
頁
參
照

)

。
而
し
て
所
謂
科
學
的
社
會
主
義
理
論
の
傳
播
は
.保
守
的
傾
向
ぁ
る
思
想
家
を
し
て
是
れ
练
社
會
主 

義
理
論
の
構
成
者
に
對
し
て
最
も
多
く
の
知
識
的
武
器
を
供
給
せ
る
リ
カ
ー
ド
オ
經
濟
學
を
苒
檢
討
す
る
の
必
要
を
感
ぜ
し
む
る
に
至 

っ
た
。

，
他
方
に
於
い
て
此
の
國
に
於
け
る
歷
史
的
硏
究
復
活
，，の
結
果
と
し
て
、
又
、
或
る
程
度
ま
で
獨
逸
歷
史
學
派
の
影
響
，に
由
つ
て
、經
濟 

狀
態
の
歷
史
的
硏
究
は
著
大
な
る
進
歩
を
遂
げ
た
。
然
し
な
が
ら
、
歷
史
的
方
法
に
據
る
經
濟
學
の
實
質
的
改
造
は
未
だ
實
現
せ
ら
れ 

ず
し
て
、
太
.學
の
內
外
に
於
け
る
英
國
經
濟
學
者
の
興
味
の
•中
心
は
猶
ほ
抽
象
的
論
述
に
#
し

て

居

つ

た

。

1

千
八
百
七
十
年
ょ
り
同
八 

十
年
に
亙
P
、
舊
：止
統
學
派
の
經
濟
學
を
包
圍
し
て
、烈
し
く
之
れ
を
攻
擊
せ
'る
毽
々
な
る
思
想
系
統
中
に
在
つ
て
、
暫
く
0
間
、
最
も
廣 

大
な
る
影
響
を
有
し
て
居
つ
た
も
の
は
ゥ
ィ
リ
ア
ム
•ス
タ
シ
.リ
!
•ジ
工
ヴ
ォ
ン
ズ
に
ょ
つ
て
れ
豸
せ
ら
る
、
所
の
も
0
で
ぁ
つ
た
0

九

第
十
九
世
紀
英
國
反
茁
統
派
經
濟
學 

ニ
七
.

(

5

1

$
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英
國
反
正
統
派
.經
瘅
學 

ー

ー

八

H

 

洵
に
ジ
ヱ
*ウ
ォ
ン
ズ
は
正
銃
派
經
濟
學
に
對
す
る
勇
敢
な
る
叛
逆
者
か
あ
り
、
異
端
者
で
あ
つ
た
。
彼
れ
は
一
千
八
百
七
十
一
年
を 

以
っ
て
其
の『

經
濟
學
理
論』

を
公
に
し
た
。
而
し
て
.其
の
目
的
は
、
彼
れ
i

其
の
著
第
一
一
版
の
序
文
中
に
述

f

が
如
く
、
如
何 

.に

「

か
の
有
爲
な
る
も
、
而
も
執
迷
の
人
デ
1
ヴ
ィ
ッ
ド
5
 

t
ド
オ
が
誤
れ
.る
進
路
に
奮
則
入
れ
た
：

」

か
を
明
か
に
す
る
に
存
し 

た

•而
し
て
彼
れ
を
以
？

觀
れ
ば
、
.經
濟
學
は
等
し
く
有
爲
に
し
て
且
つ
..執
迷
な
る
リ
カ
丨
ド
オ
の
譜
美
^
、
ジ
ョ
ン
•
ス
チ
ラ
ア
1 

ト
|

ル
に
ょ
つ
て
此
の
誤
れ
る
進
路
の
|

更
ら
に
遠
く
推
し
進
め
ら
れ
て
混
亂
に
陷
れ
る
も
の
で
あ
る
0
マ
ル
サ
ス
及
び
シ
ィ
ー
一
ィ 

オ
ア
の
如
く
、
遙
か
に
ょ
く
眞
學
說
を
會
得
せ
る(

リ
カ
ー
ド
オ
流
の
誤
謬
に
累
せ
ら
.る
\
こ
と
が
な
く
は
な
か
つ
た
が
.

)

經
濟
學
# 

等
が
存
し
て
は
居
っ
た
が
、
而
ぁ
彼
れ
等
は
I

I
，ぶ

•
ミ
ル
學
派Q

一
致
と
勢
力
と
に
ょ
っ
て
馨
か
ら
麗
f

れ
た
の
.で
あ 

る
。(

w
.

 

Stanley J
e
v
l

 

T
h
e

 

T
h
eory 

o
f political 

E
l
l
, 2n

d

 ed., 

1
S
7
9
,
P
,

 

I
V
H
W
O 

ジ
エ
ヴ
オ
シ
ズ
の
囊
は
實 

に
リ
カ
V
ふ
經
濟
理
論
中
に
.潜
在
す
る
階
級
的
對
產
係Q

不
可
避
性
I

®
協
性
I

免
れ
ん
と
ず
る
マ
ル
サ
ス
及
び
シ
ィ

^
ィ
 

オ
ア
等
の
努
力
を
繼
續
す
る
も
の
と
も
稱
す
可
き
で
あ
る
o (

前

掲『

經
£
學
史』

上
卷
第
六
章
參
照)

。
而
し
て
彼
れ
は
ミ
ル
の
經
濟 

理
論
を
批
評
し
な
が
ら
も
、、、/

ル
が
之
れ
を
保
存
す
る
に
貢
献
す
る
所
大
で
あ
っ
た
ベ
ン
サ4

 Q

功
利
主
義Q

翼

的

理

論

f

ル
其 

0

人
の
到
達
せ
る
地
點
を
遠
く
越
え
て
論
理
的
完
全
の
段
階
に
導
い
た
の
で
あ
る
P
.ジ
エ
ヴ
ォ
ン
ズ
は

、

あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
效
用
の
最 

終
度
位
が
結
局
減
少
す
る
と
做
す
大
原
理
は
是
れ
ま
で
明
確
に
表
明
せ
ら
れ
た
こ
と
は
殆
ん
.ど
な
か
っ
た
と
は
写
ひ
な
が
ら
、
而
も
幾 

多
の
經
濟
學
者
の
著
作
中
に
包
意
せ
ら
れ
て
居
っ
た
こ
と
.を
認
め
、
兹
に
シ
ィ
一
一
ィ
オ
ア
の
.「

多
様
性
の
法
則」

(
L
a
w

 of. variety) 

並
び
に
ハ

ン
フ
ィ
ル
ド
の「

欲
望
從
屬
の
法
則
：

」
(
L
a
w

 

of 

the 

SUIDO

'aination of w
a
n
t
s
)

を
揭
げ
て
ゐ
る
が
、
而
も
最
も
明
^

に
效
用
法
則
の
本
質
と
意
義
と
を
諒
知
せ
る
の
觀
あ
る
も
の
と
し
て
リ
チ
ャ
ー
ド
•ジ
工
一
一
ン
グ
ス
の
著N

l
r
a
l

 
Elements 

of 

Political Economy, 

1
8
5
5
.

を
寧
げ
て
ゐ
る
。(Jevons, 

op. 

c
i
r

pp. 

5
00
-
6
2
.

)

°
然
し
な
が
ら
、
ジ
工
ニ
ン
グ
ス
が
特
に
他
の
如 

何
な
る
經
濟
學
者
も
曾
つ
て
爾
く
カ
强
く
價
値
の
問
題
に
適
瓜
す
る
こ
と
の
な
か
つ
た
其
の
パ
ー

ト
リ
ィ
及
び

1ヒ

，

ユ
ー
ム
流
の
意
識
說 

の
明
哳
な
る
表
現
に
ょ
つ
て
ジ
ヱ
ヴ
ォ
ン
ズ
に
影
響
を
與
へ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
.き
所
で
あ
る
が
、
而
も
ジH

ヴ
ォ
ン
ズ
が
主
と
し
て
負 

ふ
所
大
な
り
し
も
の
は
ベ
ン
サ
ム
の

Introduction to the 

principles 

of 

Morals and. Legislation .

及
び
ア
レ
グ
ザ
ン 

ダ
ー
•ベ
ー
ン
の
註
解
の
便
益
を
與
へ
ら
れ
て
居
つ
た
ジH

1

ム
ズ
•
ミ
ル
の>

g
l
y
s
i
s

 

of 

the 

P
h
e
n
o
m
e
n
a

 

of 

the 

f
f
i
u
m
s 

M
i
n
d
.

で
あ
つ
た
。(

J
o
h
n

一Laird, 

T
h
e

 

Idea 

of 

Value, 

1929, 

pp. 

335-336 ; 

o
. Fred 

Boucke, 

T
h
e

 Development of 

Economics 

1750-1900, 

P
P
,

 253-254.)

一
千
八
巨
五
十
七
牢
、
齡I

一
十
一
一
に
し
て
初
め
て
經
濟
學
に
志
せ
る
彼
れ
は
早
く1

千
八
百
六
十
苹
六
月
に
至
る
迄
に
、
旣
に
其
の 

主
要
な
る
經
濟
理
論
を
發
見
し
た
。
而
し
て
一
度
び
、
自
己
の
發
見
せ
る
所
の
も
の
.が
疑
問
の
餘
地
な
き「

眞
の
經
濟
理
論」

で
あ
る 

こ
と
を
確
信
せ
る
彼
れ
は
、最
早
、
贤
り
を
感
ず
る
こ
と
な
く
し
て
、
他
の
經
濟
書
を
讀
む
こ
と
を
得
な
い
ょ
ぅ
に
な
つ
た
。
彼
れ
の
最 

も
重
要
な
る
公
理
の
一
は
、
或
る
人
の
消
費
せ
ざ
る
を
得
ざ

名
或
る
一
定
貨
物
、例
へ
ば
平
常
の
食
物
の
數
贵
が
增
加
す
る
に
連
れ
て
、 

使
刖
せ
ら
る
>
.最
後
の
部
分
ょ
り
坐
ぜ
し
め
ら
る
、
效
用
若
し
く
は
利
益
は
、
其
の
程
度
に
於
い
て
減
少
す
る
と
云
ふ
に
存
す
る
。
食 

事
の
初
め
と
終
り
と
の
間
に
於
け
る
享
樂
の
減
少
は
之
れ
が
例
證
た
ら
し
め
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
ジH.

ヴ
ォ
ン
ズ
は
、
均 

し
て
、
效
JI
J

の
割
合
は
貨
物
の
數
ff
の
或
る
連
續
的
な
る
數
學
的
凾
數
で
あ
る
こ
と
を
推
定
す
る
o(

一
千
八
百
六
十
平
六
月
一
日
附
、 

浓
十
九
世
紀
英
國
反
正
練
派
經
濟
學 

ニ

九

(

五
ニ
九〕



第
十
I

S

I

i
霉

. 

H
o 

(

五
i

兄

ハ
1
バ
I
ト

宛

纛

I

,

『

三
田
學
脅
雜
認』

；第
ニ
十
三
卷
第
九
號
所
載
拙
稿
：

『

ゥ
イ
リ
ア
ム
•
ス
夕
ン
リ
！

ジH

ヴ
ォ
ン
ズ
の
書

翰
に
現
れ
た
る
其
の
經
霞
理
論』

一
1

八
丨
九
頁
參
照)

。
彼
れ
は
信

仰

確

き功
利
主
義
者
で
t

、
霧

の

理

論

の

讓

た

る
如
何 

な
る
强
大
な
る
難
件
を
も
擧
示
す
る
こ
と
な
き
正
統
派
的
信
徒
で
あ
つ
を
。

十

盡

と

消

費

とQ
間

に
於
け
る
均
衡
の
必
要
は
經
濟
學
成
立
以
前
の
多
數
の
國
民
經
濟
論
者
に
ょ
っ
て
可
成
り
に
明
瞭
に
知
ら
れ
て 

居
っ
た
。
ベ
テ
イ
はp

l
a
l

A

g

l
 
0
- 

I

P

に
於
い
て
、
謹

I

達

を
見
ざ
る
所

以

を

以っ
て
其
の
人
民
の
所
要
品
少 

な

き

の

事

實

に

歸

し

た

。

(
『

重

商

主

義

經

濟

學

說

硏
S

九

六

八

羅

照)

。

テ
ム
ブ
ル
は
其

のo
b

s
f

f

 

!

 the 

United 

F
l
e
e
s

 

o
f the 

N

e

l

l

.に
於
い
て
、
這
般
の
關
係
に
於
い
て
和
蘭
と
愛
蘭
と
を
對
照
し
た
。(

同
六
四
三
丨
四
頁
參
照)

o 

ノ
丨
ス
は
其

のD
i
s
c
o
l

 

f

 T
r
a
d
e
.

に
於
い
て
、
交
易
に
對
す
る
主
た
る
刺
戟
を
以
つ
て
人
間
の
物
欲
な
I

觀
、
之
れ
を
抑 

制
す
る
の
效
果
あ
る
奢
侈
禁
止
法
の
如
き
方
策
を
以
っ
て
勤
勉
I

礙
た
る
も
の
と
做
し
たo 

(

同
三
一
一
七
豪

照

)
o

で
ク
リ
ィ
は 

其

のT
h
e

 

f

f

_
に
於
い
て
、「

欲
望
を
春

し

む

る

は一

人
民
中
に
勤
勉
を
春
し
む
る
靈
當
の
方
法
に
は
非
ざ
る
か
。
而
し 

て
我

力

百

姓

.か

牛

肉

を

食
し
、靴
を
穿
っQ

慣
ひ
.で
あ
つ
た
な
ら
ば
、彼
れ
等
は
更
ら
に
勤
勉
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か」

、「

安
樂 

な
る
生
活
は
欲
望
を•

又
欲
望
は
勤
勉
を
、
.而
し
て
勤
勉
は
富
を
生
ぜ
し
む
る
もQ

で
は
あ
る
ま
い
か」

と
問
ふ
た
。(

,

；
舍

P 

1
0
7
0
。

而
し
て
又
、
ヒ

r

ム
は
其
の
.pl

i
c
a
l

 D
i
s
s
u
r
p

中
の『
商
業
論』

に
於
い
て
、
此
の
世
の
あ
I

る
物
は
悉
く
勞
働 

に
ょ
つ
て
膦
入
せ
ら
れ
る
、
而
し
て
吾
人
の
諸
欲
情
は
勞
働
の
唯
一
の
原
因
た
る
も
の
で
I

と
說
い
たO 

(
『

重
商
主
義』

一.九
五
頁

攀

參
照)

。

.

，.
然
る
に
近
代
の
經
濟
學
者
は
屢
々
不
公
.平
に
も
消
費
學
說
を
閑
却
し
た
。
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
大
著
中
に
は「

消
費」
の
題
目
を
有
す 

る
窣
節
は
#
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。
■ド
口
ッ
ツ(

J
o
s
e
p
h

.ol;oz)

は
日
く
、
ス
ミ
ス
學
徒
の
或
る
著
の
著
書
を
譲
ん
で
、
人
は
產
物 

が
人
間
の
爲
め
に
作
ら
れ
ず
し
て
、
人
間
は
産
物
の
爲
め
に
造
ら
る
\
と
信
ず
る
を
得
可
き
で
あ
る
と
。
吾
人
が
雜
き
に
述
べ
た
第
十 

九
世
紀
初
頭
の
反
ス
ミ
ス
經
濟
擧
#
ロ
ー
ダ
デ
！
ル
は
實
に
斯
く
の
如
き
傾
向
に
對
す
る
强
烈
な
る
反
動
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
つ 

た
o 
へ Wi

lhelm 

Hoscher, 

Die GI;un&
agen d

e

.H.NationaJl

oikonomie

*.w
i
n

 

H
a
n
d
-

 

u
n
d

 

JLesebuch 

fg:Gesch

p:ftsm

p:nner 

u
n
d

 

Studierende, 

100
5
4
, s. 

394. )

o

,'

而
し
て
第
十
九
世
紀
後
期
に
於
け
る
反
茁
統
派
經
濟
學
者
ジ 

ヴ
ォ
ン
ズ
は
又
、「

經
濟
學
は
效
用
の
條
件
に
關
す
る
十
分
に
し
て
正 

確
な
る
樑
究
の
上
に
莶
か
し
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
又
這
般
の
要
素
を
理
解
す
る
が
爲
め
に
は
、
吾
人
は
必
然
人
間
の
欲
望
及
び 

願
望
を
檢
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

->
做
し
て
、
先
づ
.第t

に
富
の
消
費
の
理
論
を
要
求
し
た
。
.彼
.れ
は
此
の
點
に
於
い
て「

經
濟
學 

は
當
の
消
费
の
考
察
が
坐
產
の
其
れ
、
若
し
く
は
分
配
の
典
れ
と
不
可
分
な
る
限
り
に
於
い
て
之
れ
と
交
渉
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其 

れ
以
上
に
は
之
れ
と
全
然
關
係
が
な
い」

と
說
け
る
ジ
日
ン
r
Kチ
ユ
ア
ー
ト

•
ミ
ル
の
意
見
と
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

(
M
m
,

 

Essays, 

op. 

a
t
.
, 

p. 

132.)

o
彼
れ
に
從
へ
ば
、
吾
人
は
唯
だ
ー
に
消
費
の
，目
的
を
以
つ
て
生
產
に
努
カ
す
る
、
而
し
て
生
產
せ
ら 

る
\
財
貨
の
種
類
及
び
高
は
吾
人
が
消
费
せ
ん
と
欲
す
る
所
の
も
の
に
關
U
て
決
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.。
あ
ら
ゆ
る
製
造
業
者 

は
如
何
に
周
到
に
彼
.れ
が
其
の
顧
客
の
趣
味
と
所
要
と
を
豫
知
し
：な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
を
知
り
、
且
つ
感
ず
る
。
彼
れ
の
金
成
敗
は
之 

第
十
九
恤
紀
英
國
瓦
茁
統
派
經
濟
學 

三 

一

(

f

j

c



第
十
九
世
紀
英
國
反
正
統
派
經
濟
學 

i
三

ニ

 

S
H
M
.
D

 

れ
に
依
存
.す
る
。
而
し
て
同
樣
に
ぺ
經
濟
學
の
；理
論
は
正
し
き
消
費
理
論
を
以
つ
て
始
ら
な
け
れ
ば
な
ら
：ぬ
o
斯
く
て
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ 

は
這
^
の
眞
理
を
叫
確
に
知
覺
せ
る
先
輩
經
濟
學
者
と
し
て
先
づ
、ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
の
名
を
擧
げ
る
o 
ロ
ー
グ
デ
ー
ル
は「

產
^
*ハ
^
國 

识
け
に
於
い
て
取
る
方
询
の
諸
因
を
確
む
：る
重
大
な
る
着
步
は
、
坐
產
せ
ら
る
な
る
物
品
に
對
す
る
需
要
の
割
合
を
指
柿
す
る 

所

$
も
の
\
發
見
た
る
が
如
く
で
あ
る
.，
と
明
白
に
述
べ
て
ゐ
る
。(public 

w

l
.1
 

e
r
p
. 

3
0
6

•ノ 

o (Jevons; 

op. 

c
i
r

办 
2
.
4
3
0
0 

_

ロ
丨
ダ
デ
丨
ル
.は
、
蓮

の

如

く

、
公
富
と
私
富
と
を
區
別
し
、
而
し
て
、'
稀
少
性
が
增
加
す
ふ
に
連
れ
、
私
富
は
I

す
る
も
、 

公
富
は
減
少
す
る
I

I

論
し
た
。
而
し
5
 H

ヴ
ォ
ン
ズ
其Q

人
は
又
、
此
Q

f
承
認
せ
る
が
如
く
で
ぁ
る
が
、
而
I

ら
に 

ー
沙
を
1
め

て

同J

の
考
察
力
交
換
價
値
に
對
す
る
と
等
し
く
使
用
價
値
に
も
亦
、
■適
用
せ
ら
る
、
を
觀
た
の
で
ぁ
る
。

而
し
て
彼 

れ
社
其
の
資
本
及
び
利
子
學
說
に
於
い
て
、
制
欲
說
と
_

ヵ
說
と
を
結
合
せ
る
折
衷
的
理
論
を
表
明
し
た
。(

f
 
C 

爸

)
o
(

昭 

和
四
苹
版『

經
濟
學
史』

三
九
六
I
四

一

ー
頁
參
照)

。

十

1

ジ
兄
ヴ
3
ン
ズQ

學
說
は
固
ょ
り
直
ち
に
學
s

1

般
的
承
認
を
受
く
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
薫
派
は
新
理
論
中
に
何
物
を
も 

認
む
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。
當
時
英
麗
濟
學
报
の
最
大
權
威
J

つ
た

ケ
ア
ン
ズ
は
其
の

S

I 

L
e
a
l

 

Principles 

of 

Political E
c
o
n
l

 newly expounded, 

1
8
7
4
.

中
に
於
い
て
、
當
時
の
新
說
た
る
ジH

ヴ
才
ン
ズ
の
效
川
學
說
を
論
駿
し
て
ゐ
る
.
 

が
、
而
も
彼
れ
は
事
實
上
ジH

ヴ
才
ン
ズ
Q

i
甘
ん
と
し
つ
、
蒙

點

晶

し

て

何

等Q

理
解
f

有
せ
ざ
り
し
が
如
く
で

I

O

(cf., ibid., 

pt. 

L

 ch. i. § 

私
•ン
。

ジH

ヴ
ォ
ン
ズ
の『

理
論』

出
版
の
翌
年
、
即
ち
一
千
八
百
七
十
ニ
年
、

三
十
歳
の
若
き
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
•
.
マ
ー
シ

ャ

ル

は

H
ぼ 

A
c
a
d
e
m
y
.

の
四
月
一
日
號
に
於
い
て
此
の
著
を
評
論
し
て
居
る
が
、
彼
れ
は
ジ
エ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
書
中
に
於
い
て「

絕
ぇ
ず
新
裝
せ
る 

舊
友
に
出
會
ふ」

こ
と
を
述
べ
、
而
し
て「

1
定
貨
物
の
全
部
效
用
は
、
其
の
效
用
の
最
終
度
位
と
比
例
的
で
な
い
とi

k

ふ
こ
と
は
、
有 

り
ふ
れ
た
眞
理
で
あ
る」

と
喝
破
し
て
ゐ
る
0
.

(

^
§
0
».
&

0
£ Alfred 

M
a

-Shall, 

ed. b
y

 

A. 

c. 

Pigou, 

1925, 

pp. 

93 
丨
 9

9
•ン。

マ
ー
シ
ャ
ル
の
死
後
、
彼
れ
の
書
類
の
中
か
ら
發
見
せ
ら
れ
た
此
の
.評
論
に
附
せ
ら
れ
た
年
月
不
明
の
コ
ン
メ
ン
ト
中
に
於
い
て
は
、

、
、
-

彼
れ
は
其
の
：後
、
ジ

エ
ヴ
ォ
ン
ズ
を
ょ
り
ょ
く
評
價
す
る
こ
と
を
學
ん
だ
と
袞
つ
て
ゐ
る
が
、
而
も
當
時
に
盼
い
て
さ
へ
、
'尚
ほ
彼
I 

の『

理
論』

の
中
心
的
主
張
を
以
つ
て
、
.ク
ー
ル
ノ
ー
及
び
フ
ォ
ン
*チ
»
丨
ネ
ン
0
業
績
ょ
り
も
抵
き
平
面
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と 

思
惟
し
た
。(ibid., 

pp.. 9
9
-
1
0
0
0
0

傅
銃
的
經
濟
學
に
對
す
る
叛
逆
者
で
.あ
つ
た
ジ
キ
'•ゥ
ォ
ン
ズ
：の
筆
鋒
は
當
然
先
輩
經
濟
學
者

、 

魏
に
W
力
ー
ド
オ
に
對
し
.て
辛
辣
で
あ
つ
た
。
'然
る
に
リ
カ
ー
ド
オ
は
當
年
.の
，マ
ー
シ
ャ
ル
に
.取
，つ
て
は
、
憧
憬
の
英
雄
の
一
人
で
あ 

つ

た

。

.
而し
て
彼
れ
が
ジ
ヱ
ヴ
ォ
ン
ズ
の『

理
論』

を

一
讀
し
た
時
、
リ
カ
ー
ド
オ
に
對
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
の
若
い
口
ー
ヤ
ル
チ
ィ
は 

沸

ぎ

溢

れ

た

の

.
，
で

あ

る

p
Q
b
i
d
.
, 

P
.

1
0
0
0

是
れ
ょ
り
七
年
の
後
、
即
ち1

千
八
，百
七
十
九
年
に
公
せ
る
其
の
：夫

人(
M
a
r
y
p
a
l
e
y
:
M
a
l
;
s
h
a
l
l
)
i
o
^
^
.
.
T
h
e

 

E
c
o
n
o

丨
 

I
 of 

I
m
i
u
s
t
r
y
:

に
於
い
て
は
、
其
の
需
耍
法
則
の
說
明
に
於
い
.て
效
用
遞
減
0

事
賢
に
對
し
て
1|
1

要
な
.る
地
位
を
與
ふ
る
を
辭 

す
る
こ
と
な
く
、「

ジ
エ
ヴ
ォ
シ
ズ
氏
の
劍
切
な
る
成
靜
を
用
ふ
れ
ば
'
フ
：ラ
ン
ネ
ル
の
.一
.ヤ
ー
ド
の
か
资
效
敗
は」

武
々
と
ず
ら
進
ベ 

第
叶
九
世
紐
：英
國
反
疋
紘
敗
紅
濟
學
.

「 

•

三
-

、
五1I1H)



„ ミ

.

.

.
;-
ij
f
Hsl
!-
,
v
+
* 

<
f
,
1
,

r.
!
-
r
m

儀
-テ

先.

：；；.

郝:ィ
. •

-*% k~--

第
十
九
世
紀
英
國
反
正
統
派
經
濟
學
. 

三
.四

S

三
四〕 

て
ゐ
る
。(ibid-, 

p. 

69.)

o

而
も
彼
れ
は
其
の
後
、I

千
八
百
九
十
年
七
月
附
、其
の
大
著s

n
c
i
p
l
e
s

 

of Economics, 

v
o
L

 L

 

笫
一
版
序
文
に
於
い
て
、
彼
れ
を
し
て
、
凡
そ
一
千
八
百
六
十
七
年
の
頃
：、
：有
形
界
に
於
け
る
と
等
し
.く
精
神
界
：に
於
い
て
も
、
自
然 

.に
關
す
.る
吾
人
の
觀
察
ば
增
加
量
に
關
す
る
が
如
く
、
.
.爾
く
多
く
總
量
に
關
す
る
も
.の
で
ぽ
な
.い
と
云
ふ
事
實
に
.大
な
'る
重
要
性
を
置 

く
に
至
ら
し
め
た
も
の
は
ク
ー
ル
ノ
！
及
び
フ
ォ
ン
*
チ
ユ
1
ネ
ン
の
影
響
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
ゐ
る
が
*
ジ
ヱ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
名
を
擧 

げ
て
ゐ
な
い
9 

.

ジ
工
ボ
ォ
ン
ズ
經
濟
理
論
の
普
及
は
彼
れ
と
同
じ
く
限
界
效
用
學
說
に
立
脚
せ
る
喚
太
利
經
濟
學
者
<?
>
.著
書
.
0反
譯
若
し
く
は
義
解 

に
由
つ
て
助
勢
せ
ら
れ
た
？
斯
く
て
ジ
*ボ
ォ

ン
ズ
及
び
塽
太
_
|
|
^
|
者
の
慣
«
_
說
の
影
響
は
マ
ル
，ク
.ス
.の
餘
剩
<1
«
罾
說
の
寝 

入
を
阻
止
す
る
七
に
於
い
て
多
大
な
る
效
果
が
あ
、つ
た
。
可
し
て
斯
學
說
は
又
ヒ
リ
ッ
ブ
* H

>

チ
•
ウ
ィ
ァ
ク
ス
チ
ー
ド
に
於
い
て
其 

の
明
快
な
る
解
說
者
を
看
出
し
た
。
彼
れ
の
一

千
八
莨
八
十
八
年
の
著『

經
濟
科
氧
の
ア
ル
フ
十
，ベ
ッ
ト』

(
T
h
e

 

Alphabet 

of 

w
c
onomic 

science. 

Part L

 

s
fl
>
'
m
e
n
t
s
: 

0

H>the Theo
r
y of Value 

0

"
豸
。
ユ
プ
.

)

は
、
宛
も
ジ
工

1

ム
ズ

•
ミ
ル
の『

淫
濟
學
禺 

本
_』

が
リ
カ

1

F
オ
の『

經
濟
原
§

並
び
に
疋
統
派
經
濟
學
に
對
し
て
有
す
る
に
等
し
き
地
位
を
ジ
ヱ
ザ
ォ
ン
.ズ
の『

經
濟
學
理
論』 

並
び
に
限
界
效
用
學
派
に
對
し
て
有
す
る
も
.の
で
あ
る
。 

’■•
.

:

.
■士

1 

■

ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
は
本
書
の
緖
言
中
に
於
い
て
、
ジ
エ
グ
ォ
ジ
ズ
のr
經
濟
の
E-
理
論」

が
其
の
.

Theory of Political Economy. 

.の
苒
版
と
共
.に
"最
早
無
視
せ
ら
れ
、
若
し
く
は
愚
弄
せ
ら
る
X
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
れ
る
旨
を
述
べ
、
而
し
セ
彼
れ
は
自
己
の「

廣
値
：

の
理
論」

(
T
h
e
o
r
y

 of 

。
パW

O
I
:
t
h
)

に
關
す
る
著
作
中
に
於
い
て
如
何
な
る
種
類
の
.獨
創
を
も
主
張
す
る
も
の
で
は
な
く
、 

ジ
ヱ
ヴ
ォ
ン
ズ
、
ワ
ル
ラ
ス
、

マ
！

シ

ャ
ル
及
び
ラ
ゥ
ン

ぐ
ル
ト(

x
g
&
a
r
d
o
o

著
に
通
縢
せ
る
者
は
、
彼
れ
が
啻
だ
に
.彼
れ
等 

の
意
見
を
承
認
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
特
に
感
謝
す
る
こ
と
な
く
し
て
屢
々
彼
れ
等
の
用
語
を
使
用
し
、
又
彼
れ
等
の
說
明
を
採
用
せ
る 

こ
と
を
知
る
可
き
で
あ
る
と
告
白
し
て
ゐ
る
°
然
し
な
が
ら
、
彼
れ
は
、
是
れ
等
の
人
々
が
、
彼
れ
が
何
物
を
も
器
械
的
に
模
寫
す
る 

こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
命
題
を
表
明
す
る
に
先
立
つ
て
之
れ
を
自
己
の
も
の
た
ら
し
め
た
る
こ
と
を
も
亦
知
る
可
き
で
あ
る
と
考
へ
. 

た
。(ibid., 

pp. 

Kii-xiii .)。

此
の
書
の
目
的
は
先
づ
第一

に

「

あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
使
用
價
値
及
び
交
換
價
値
は
人
若
し
く
は
社
會
I

是
れ
等
の
も
の
に
對
し
て

'
 

そ
が
價
値
あ
る—

に
よ
つ
て
領
有
せ
ら
る
i
貨
物
の
數
量
の
別
箇
に
し
て
然
も
關
聯
せ
る
ニ
函
數
で
あ

る

」

と

云
ふ
命
題
の
意
_ 

を
說
明
し
、
其
の
眞
な
る
こ
と
を
論
證
し
、
斯
く
て
又
、
第
二
に
讀
者
を
し
て
這
般
の
命
題
よ
り
し
て
必
然
的
に
流
れ
出
づ
る
方
法
及 

び
結
果
の
或
る
も
の
贮
精
通
せ
し
め
、
以
つ
て
之
れ
と
相
容
れ
ざ
る
論
證
及
び
叙
述
を
承
認
す
る
を
彼
れ
に
取
つ
て
不
可
能
な
ら
し
む 

る
に
存
す
る
。

一
數
量
若
し
く
は
量
定
せ
ら
れ
得
る
事
物(

少)

は
、
他
の
量
定
せ
ら
れ
得
る
事
物C

H

 )

に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
變
化
が 

少
に
於
け
る
之
れ
に
對
應
す
る
一
定
の
變
化
を
生
じ
若
し
く
は
決
定
す
可
き
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
* 

の̂
函
數
で
あ
る
。
斯
く
て
余 

が
一
定
品
質
の
織
物
の
一
片
に
對
し
て
支
拂
ふ
高
は
其
の
長
さ
の
函
數
で
あ
る
、
.蓋
し
購
入
せ
ら
る
X
長
さ
に
於
け
る
何
等
か
の
變
化 

は
、
余
が
吏
狒
は
ざ
る
を
得
ざ
る
高
に
於
い
て
、
•之
れ
に
對
應
ず
る
'一
定
の
變
化
を
生
ず
可
き
が
故
で
あ
る
。(ibid,, 

P

‘ 

-
0
O
或
る 

個
人
.に
對
す
る
あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
使
用
價
値
、
換
言
す
れ
ば
、
余
が
一
貨
物
の
直
接
使
用
若
し
く
は
消
*
よ
り
取
得
す
る
利
益
の
高
は 

第
十
九
世
轱
英
國
反
芷
統
派
經
濟
學 

三

五

(

五
三
五〕



第
十
九
典
紀
英
國
反
正
統
派
經
濟
擧
/

 

三
六
：

S
三
六) 

梁
の
數
量
の
画
數
で
，あ
つ
て
、
這
般
©
.數
量
の
變
化
す
る
際
に
增
減
す
る
0
. (ibid., 

.
p
p
k
T
o
o

可
變
數
、
即
ち
領
有
，ぜ
ら
る
、
貨
物
の 

數
1:
と
經
濟
函
數
"
即
ち
其
の
使
用
價
値
若
し
く
は
全
部
效
甩
又
は
滿
足
と
の
間
の
關
係
ば
'理
論
的
.に
曲
線
に
よ
つ
て
表
明
せ
ら
る
、 

こ
と
が
出
來
る
。(ibid., 

P. 

1
0
0
斯
く
の
如
き
曲
線
は
原
則
と
し
て
最
高
の
高
さ
に
到
達
し
、
而
し
て
後
、
下
降
す
可
き
で
あ
つ 

て
、
.如
何
な
る
場
合
に
於
い
て
も
、
'
 
そ
は
最
高
の
高
さ
に
到
達
す
る
の
傾
向
を
有
す
可
き
で
あ
る
o
. (ibid.,,-pp‘ 

15-17.)

o 

斯
く
の
如
き
曲
線
が
引
か
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
旣
■に
領
有
せ
ら
る
V
貨
物
の
數
量
i
其
の
'夫
れ
以
上
の
增
量
が
其
の
消
費
^
し
く 

は
領
有
よ
り
し
て
取
得
.せ
ら
る
、
全
部
效
用
に
附
加
す
る
割
合
を
示
レ
つ
V
あ
る
第
一I

の
曲
線
を
之
れ
よ
り
し
て
誘
導
す
る
こ
と
が
可 

能
で
あ
ら
う
。
あ
ら
.ゆ
る
點
に
於
け
.る
此
の
誘
導
せ
ら
れ
た
る
曲
線
の
高
さ
は
同
.

一

點
に
於
け
る
本
源
的
曲
線
の
高
さ
の
戲
分
係
數
た

る
可
き
で
あ
る
。
今
爰
に
揭
ぐ
る
圖
を
以
つ
て
或
る
經
濟
函
數
と
其
の
可
變
數
と
の
.間
の
關
係
、例
べ
ば
余
の
焚

く

石
炭
と
余

が

之

れ

よ 

り
し
て
取
得
す
る
利
益
若
し
く
は
滿
足
.の
高
と
の
間
の
關
係
.の
如
き
.を
表
明
す
る
も
の
と
假
定
し
、
而
し
て
又
、

ぶ
軸

に

沿

へ

る

I

位
を
以
つ
て；一

ヶ
カ
に
就
き
衣
炭
の
一
順
を
意
妹
す
る
も
の
と
看
做
さ
る
卜
と
假
定
す
る
允
ら
ば
.、
吾

人

は

、(
0
)
=
0
、

即
ち
余
に 

し
て
何
等
の
石
炭
を
も
焚
く
.

HJ

な
し
と
し
た
な
ら
ば
*
余
は
之
れ
を
焚
く
と
よ
り
の
何
等
.の
便
.益
を
も
得
るHJ

な
く
、/
 

(

l)

lh
l
l
,
2 

即
ち
一
ヶ
月
.に

就

き

.一

噸

の

石

炭

を

焚

く

 Q

全
部
的
效
果
は 
一
7
ニ
單
位
の
滿
足
に
--
±
つ
て
表
明
せ
ら
れ
、
/ (2

Y
1
9
.
2

即
ち
一
ヶ 

月
ニ
噸
の
^
炭
を
.焚
く
の
全
部
的
效
果
は
、

一
.ヶ
月
.一
噸
：を
焚
く
の
.其
れ
よ
:0
も
大
で
は
あ

る

が

、

ニ
，
猫

に

相
當
す
る
ほ
ど
大
で
は
な 

い
と
云
ふ
よ
ぅ
に
之
れ
を
解
す
る
に
於
い
て
何
等
の
困
難
を
も
有
せ
ざ
る
可
き
で
あ
る
。
何
等
の
石
炭
を
^
焚
く
こ
と
が
な
い
の
と
、

1

ヶ
月
一
噸
を
焚
く
と
と
の
間
の
余
が
快
樂
に
對
す
る
相
違
は
、
，J

噸
を
焚
く
と一,1

噸
を
焚V

と
の
間
の
相
違
よ
り
も
大
で
あ
る
。
斯 

く
て
又
、

N

S

M

M

1即
ち
一
ヶ
月
に
就
き
四
噸
の
石
炭
が
余
の
快
樂
に
對
し
て
附
加
し
つ
X
あ
る
全
部
的
滿
足
は
一
ー
五
*
ハ
單
位 

の
滿
足
に
よ
っ
て
表
示
せ
ら
れ
、
而
し
て
此
の
，點
に
於
い
て
其
の
全
部
的
效
來
は
其
の
.最
大
に
於
い
て
存
す
る
、
藍
し
、
今
、
余
が
余 

の

欲

す

る

だ

け

多

く

の

石

炭

を

有

し

、

而

し

て

余

が

更

ら

に

多

く

を

焚

く

こ

と

を

餘

儀

，な

く

せ

ら

る

、
と

し

た

な

ら

ば

、

這

箇

h
り
大 

な
る
數
量
の
全
部
的
效
果
は
よ
り
少
な
る
數
量
の
其
れ
よ
り
も
少
な
.か
る
可
き
で
あ
.る
、
.即
ち
/ (

5
)

は
.
/ 
3

よ
り
'少
で
あ
るO 

最
後
に
*
余
が
、
例
べ
ば一

ヶ
月
八
噸
を
焚
く
士
.全
然
何
等
の
右
炭
を
も
焚
-<
こ

と

散

き

と

の

間

に

選

.擇

を

行

ふ

を

餘

儀

な

く

せ

ら

る 

i
と
し
.た
な
ら
ば
、
余
は
全
然
此
の
事
柄
に
於
い
て
無
差
別
な
る
可
き
點
に
到
達
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
快
樂
の
直
接
手
段
と
し
て
の
一
ヶ 

.月
に
就
き
八
噸
の
汩
炭
の
全
部
的
效
艰
は
其
の
‘時
；に
於
い
て
，
は

無

た

る

可

き

で

あ

.る
0
而
し
て
猶
ほ
更
ら
に
多
く
が
余
に
强
い
ら
る
、 

な
ら
ば
.、
終
に
氽
は
布
炭
を
焚
い
て
蹯
然
死
に
到
る
よ
り
.も
、
寒
さ
の
.爲
：め
.に
：死
ぬ
る
0
危
險
を
選
擇
す
可
く
、
而
し
て
/

(

H)

は 

負

數

量

た

る

可

き

：で

あ

る

。(i
b
i
f

 

p. 

3
9，

)

o
.1

貨
物
の
全
部
的
效
梨
若
し
く
は
使
用
價
値
の
微
分
係
數
は
、
其
の
限
界
的
有
效
性 
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(
备

民

<
6
|
-
.
若
し
<
は
最
後
效
用
の
度
位
で
.あ
，る
0
.
:原
則
と
：1,
て
限
界
的
有
效
性
は
全
|
^
效
果
が
零
で
あ
る
時
に
其
0
_
大
に

< 

■ 

.

於
い
.て
存
し
、
而
し
て
金
部
的
效
果
が
其
の
.最
大
に
於
い
て
存
す
：る
時
に
零
で
■あ
る
o
:限
度
內
に
.於
い
て
、
：各
少
增
加
量
に
對
し
て
眼 

界
的
效
果
は
變
化
す
る
'©(ibid.,.. P. 

4
2
.

)

0
**
際
生
活
に
在
つ
て
-«
:
吾
人
は
全
.部
的
效
果
よ
け
も
限
界
的
效
果
を
考
慮
す
る
と
と
が
.
 

多
い
。(ibid., 

pp. 
4
6
、
s
,)。

眼
界
的
效
臬
を
考
慮
す
る
に
際
し
て
は
、
菩
人
は
絕
對
：に
不
等
質
な
る
大
多
數
の
.欲
求
及
び
滿
足
.を
實
際
上
比
較
し
、
而
し
て
理
論 

上
之
れ
を
共
通
の
•尺
度

に

歸

せ

ら

れ

得

：る
も

.の
と
.看
做
ず
P
で
あ
る
0
效
用
の
單
位
.

——

丼

れ

に

：對

し

て

經

濟

的

曲

線

が

引

，か

れ

得

る 

所
の
I

'
は

想

像

し

得

ら

る

、
も

の

で

あ

，
る

。

：ラ
ウ
ジ.C

ル
ト
.日
く
，「

諸
快
感
は
呎
に
於：s

て

量

：ら

る

，
、

こ

と

が

出

來

ず

、

又

封

度

.に 

於
い
て
量
ら
.る
、
こ
と
を
得
な
い
が
、
‘而
も
！c

•封
度
に
於
い
て
量
.ら
る
V
こ

と

が

出

來

る

」

，と
。(ibid., 

pp. 

5
3
-
4
0
0

吾
人
は
斯.. 

く
の
如
き
曲
線
上
に
於
い
て
、
相
異
れ
る
貨
物
の
.一
定

增

加

量

の

價

値

の

同

不

同

、

一
一

.個
若

し

く

は

其

れ

以

上

の

.目

的

物

の

間

に

於

け 

る
勞
働
の
'適
當
な
る
分
配
並
び
に
相
異
れ
る
貨
物
間
に
於
け
る
等
價
の
比
寧
に
侬
賴
し
つ
、
あ
る
諸
他
の
現
象
を
指
示
す
る
を
得
可
き
‘
 

で
あ
る
。
實
際
に
於
い
て
曲
線
其
の
者
は
小
斷
の
變
化
及
び
變
動
の
'狀
態

に

於

い

て

存

す

可

く

、

而

し

て

這

般

.
の

變

化

並

び

に

領

有

せ 

ら

る

、
其

れ

其

れ
0
貨
物
の
數
量
に
於
け
る
變
化
.は
限
界
的
有
效
性
に
於
け
..る
變
化
の
可
能
な
る
原
因
の
總
べ
て
.で
あ
る
0
前
例
に
立. 

ち
戾

つ
て
言
.

へ
ば
、
余
の
焚
く
石
炭
の
數
量
と
余
が
其
の
消
費
よ
り
し
て
取
得
す
る
利

益

，の
高
と
を
連
結
す
る
法
則
は
、
冬
と
夏
と
に
.
 

於
い
て
.、
又
、
余
が
現
今
居
住
す
る
家
屋
に
於
け
る
と
余
が
十
年
以
前
に
立
ち
去
：れ
る
家
屋
に
於
：け
.る
と
で
は
同
ー
で
な
い
'°
加
之
.
. 

人
間
の
趣
味
及
び
欲
求
は
恒
に
變
化
し
つ
X
あ
る
も
の
で
あ
る
。
俠
れ
の
健
康
の
.狀
態
*
彼
れ
の
愛
情
.の
.狀
態
、
彼
れ
の
硏
究
の
姓
質

及
び
.其
の
他
.無
數
の
原
因
は
、

彼
れ
が
一
定
貨
物
の
一
.定
數
量
ょ
：り
取
得
1>
得
る
享
樂
若
し
.
<は
利
益
<0
高
：を
變
ず
る
。

(

i2:
?
p
. 

6
3
0
0

 

二
つ
の
物
が
、
而
し
て
ニ
つ
の
物
の
み
が
、1:

貨
物
の
限
界
的
有
用
性
を
變
更
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
即
ち
第
一
は
其
の
數
暈 

に
於
け
る
變
化
で
あ
り
、
第
二
は
其
の
數
量
と
其
の
限
界
的
有
用
性
と
の
間
の
關
係
に
於
け
る
變
化
で
あ
る
。
概
し
て
言
へ
ば
、
函
數 

の
本
質(

即
ち
曲
線
の
.形
狀
及
び
位
置)

に
影
響
す
る
諸
原
因
は
、是
れ
等
の
も
の
が
硏
究
に
適
す
る
限
り
に
於
い
て
.は
、「

消
費
理
論」 

の
下
に
於
い
.て
硏
究
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ズ
の
大
さ(

即

ちquantity-index

の
位
置)

に
影
響
す
る
諸
原
因
の
檢
时
は
"
他
の 

事
物
と
共
に「

生
産
理
論」

を
包
含
す
可
き
で
あ
る
o (

i
bsl
M .

P
p
k
6
,

 

6
7
0
0

十
ミ

ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
は
更
ら
に
其
の
論
述
を
進
め
る
。

1

個
の
心
意
若
し
く
は
主
體
中
に
存
す
る
最
も
多
様
多
相
の
欲
望
及
び
願
望 

が
共
通
の
尺
度
に
歸
せ
し
め
ら
れ
、
相
互
に
比
較
せ
ら
れ
得
る
こ
と
は
旣
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
而
も
相
異
れ
る
心
意
中
に
存
す
る
■欲 

望
若
し
く
は
願
望
は
全
然
同
一
事
物
に
對
す
る
も
の
で
あ
つ
て
も
、
如
何
に
し
て
も
、
相
互
に
對
し
て
測
定
ぜ
ら
れ
、
若
し
く
は
共
通 

の
.尺
度
に
歸
せ
し
め
ら
る
、
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
洵
に
二
人
若
し
く
は
其
れ
以
上
の
個
人
の
欲
望
及
び
願
望
間
に
何
等
か
の
科
學 

的
比
較
を
設
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
而
も
經
濟
的
採
求
の
殆
ん
ど
全
界
域
が
集
合
的
欲
望
及
び
願
望
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ 

る
、
而
し
て
恒
に
吾
人
が
一
K
々
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
は
、
此
の
、
又
は
、
彼
の
個
人
の
側
に
於
け
る
種
々
な
る
物
品
.若
し
く
は
貨
物 

に
對
す
る
需
要
の
相
對
的
强
度
で
は
な
く
し
て
、
社
會一

般
の
側
に
於
け
る
其
れ
に
就
い
て
で
あ
ら
ぅ
。
同
様
に
、
吾
人
は
個
人
に
對 

す
る
，に
非
ず
し
て
''
社
會
全
體
に
對
す
る
斯
く
斯
ぐ
の
物
品
.の
.限
界
的
有
用
性
及
び
效
用
を
.云
々
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

(ibid., 

pp. 

600
丨
 

第
十
九
世
紀
英
國
反
茁
絳
派
經
濟
學 

一i
 

(

5
1一
九〕



-

第
十
.九
世
紀
.英
國
反
5E
統

撖

經

四

3 

i

H

o
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■'§，)

.0
或
る
ニ
貨
物
ひ
友
び
文
の
單
位
の
限
界
.に
於

け

，
る

相

對

的

|

が

-:
.人
物
4
ぶ
に
對
し
て
等
し
く
な
か
^̂ 

彼
れ
等
の
.間
に
有
利
な
る
交
換
0
條
件
#
し
1而
し
^
其
の
，結
果
と
し
て
生
ず
る
變
化
が
、
是
れ
等
|
1貨
物
€>
單
位
の
：限
界
に
於
け
る
相 

薛
的
價
値
が一

〖
人
の
個
人
に
對
し
て
同一

な
る
均
衡
の
狀
態
.を
生
ぜ
し
む
る
.に
至
る
迄
、
存
在
し
續
け
るo 

(ibid; p
v
.
7
2
)
o
z

及
び 

^
.に

ょ

つ

•て

共

に

所

有

せ

，
ら

.る

、
物

品

が4
及

び

^

に

ょ

つ

て

評

價

せ

ら

，
る

、
が

如

き

其

；
の
.
.
|
.
ー

兀

的

限

界

效

用

の

比

率

に

於

い

て

相 

違
す
る
場
合
に
は
、常
に
有
利
な
る
交
換
の
條
件
が
存
し
、
而
し
て
斯
く
の
如
き
交
換
其
の
.者
は
之
れ
を
生
ぜ
し
め
た
る
相
違
を
除

去

す

 

傾
向
を
有
す
る
。
斯
く
て
均
衡
の
狀
態
に
於
い
て
は
、
一
一
つ
づ
\
取
ら
れ
た
ズ
>
2-
等
あ
ら
ゆ
る
物
品
.の
ー
.元

的

限

界

效

用

'の

比 

.
率 

'即

ち

y :
过
等
は
其
れ
其
れ
に
總
べ
て
の
所
有
者
に
對
し
て
同I

で
あ
る
。
此
の
均
衡
の
狀
態
が
ら
の
あ
ら
ゆ
る
背 

離
は
同
一
若
し
<
は
別
筒
0
蓮
礎
に
於
い
て
均
衡
を
囘
復
す
る
交
換
を
惹
起
す
る
に
ょ
0
て
其
れ
自
身
を
鶴
正
す
る
の
傾
向
が
あ
る
0.

(ibid., 

p. 

7
3
0
0 

*

.
^

の
所
有
す
る
諸
貨
物
の
彼
れ
に
對
す
る
相
對
的
ご
兀
的
限
.振
效
用
の
ス
'ヶ
丨
ル
に
於
い
て
總

.ベ
て
の
物
品
の

j

元
的
限
报
效
用
、 

即
ち

:

W
ズ
タ
ぶ

‘は
Z
の
一
元
的
限
界
效
用
、
即
ち

ぶ
の
名
辭
に
於
い
て
表
明
せ
ら
れ
、

而
し
て
同
様
に
ぶ
の
相
對
的
ス
ヶ
ー 

ル
は
名
の
名
辭
に
於
い

.て
，
^
及
び
ズ
を
表
明
す
：る
。
然
し
な
が
ら
^
は
S
T
V
X及
び 
>
を
所
有
す
る
も
、

毫
も
吳
若
し
く
は
乙 

を
有
す
る
こ
と
が
な
い
と
假
定
す
る
。
彼
れ
が
^
及
び
ぶ
と
同
ー
の
貨
物
を
所
有
す
る
限
り
に
於
い
て
は
、
彼
れ
の
相
對
的K

V

丨
ル 

は
、
均
衡
の
存
す
る
時
は
、
被
れ
等
.の
も
の
々
一
致
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
と
が
明
か
で

あ
る
。
然
し
な

.が
ら
、
吾
人
が
ぶ
の
欲
望
に
對 

す
る
直
接
の
關
係
に
よ
っ
て
這
般
の
ス
夕
丨
ル
を
作
製
せ
ん
と
企
圖
す
る
時
に
は
、
吾
人
は
2
の

|
元
的
限
坭
效
羽
の
名
辭
に
冷
い
，て

彼
れ
の
諸
貨
物
の
一
元
的
限
振
效
用
を
表
明
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
知
る
、
藍
し
、
彼
れ
は
毫
も
乞
を
有
す
る
こ
と
な
く
、
而
し
て
恐
ら 

く
は
何
等
之
れ
を
欲
望
す
る
こ
と
な
か
る
可
き
が
故
に
、
吾
入
は
彼
れ
に
對
す
る
其
の
限
界
的
有
用
性
を
估
料
す
る
こ
と
を
彼
れ
に
求 

む
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
4
のK

ケ
ー
ル
は
.客
の
名
辭
に
於
け
る
と
等
し
く
、相
互
.の
名
辭
に
於
い
て
•も

W 

ギ
及
び
タ
單
位
の
.相
對
的
限
界
的
效
.用
を
確
定
す
る
こ
と
が
明
か
で
.あ
り
、
”而
し
て
是
れ
等
の
も
の
が
^

K
對
す
る
と
等
し
く
ぐ
に 

對
す
る
に
非
ざ
れ
ば
*
4と
ご
と
の
間
に
有
利
な
る
交
換
の
條
件
生
ず
可
く
、，而
し
て
の
ぶ
ダ
が
南
相
對
的
ス
ケ
ー
ル
上
に
.於
い
て1 

致
す
る
迄
繼
續
す
可
き
で
あ
る
。
.同
様
に
ぶ
の
ス
ケ
ー
ル
は
相
亙
の
名
辭
に
於
い
て
f
及
び
<
單
位
の
限
界
效
用
を
表
明
す
る
、
而
し 

て
び
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
均
衡
の
存
す
る
時
に
は
、
是
れ
等
兩
單
位
に
關
し
て
々
の
其
れ
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
、
縱
令
ひ 

^
は
毫
も
Z
を
有
せ
ざ
る
：の
み
な
ら
ず
、
何
等
之
れ
を
願
望
す
る
こ
と
す
ら
な
い
と
し
て
も
、
4
及
び
ぶ
と
の
取
引
の
便
宜
上
彼
れ
を 

し
て
相
瓦
の
名
辭
に
於
い
て
-̂
z 

 ̂H

及
び
メ
を
估
料
せ
し
む
る
こ
と
.な
く
、

容
を
假
想
的
に
彼
れ
自
身Q

ス
ケ
ー
ル
.に
於
い
て
、
.
 

そ
が
^
及
び
ぶ
：に
對
し
て
古
む
る
他
の
單
位
に
對
し
て
相
對
的
に
同
一
地
位
に
置
き
、
其
の
名
辭
に
於
い
て
是
れ
等
の
も
の
を
估
料
せ 

し
む
る
を
妨
ぐ
可
き
何
者
も
存
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
？
斯
く
て
彼
れ
は
彼
れ
自
身
知
る
こ
と
な
き
も
、
而
も
他
の
人
々
の
心
意 

中
に
於
け
る
其
の
相
對
的
强
度
を
彼
れ
が
確
め
る
こ
と
の
出
來
戈
一
願
望
の
名
辭
に
於
い
て
、
彼
れ
が
有
す
る
か
若
し
く
は
有
す
る
こ
'
 

と
を
欲
す
る
諸
貨
物
に
對
す
る
其
の
願
望
を
表
明
す
る
こ
と
が
出
來
る
.0(ibid.,®.. 7

.3
I
7
4
0
?

最
後
に
6*
に
し
て
、
明
確
な
る
交
換
條
件
に
於
い
て
隨
時
ぶ
よ
り
し
.て
s

^
tx
T
、

x

d
よ
り
し
て
¥
乂 

Y
を
取
得
し
得
る
こ
と 

を
知
る
な
ら
ば
、
縱
令
ひ
彼
れ
は
彼
れ
自
身
ス
を
欲
望
す
.る
，
こ

と

な

か

る

可

く

、

又

之

れ

に

對

す

る

何

等

可

能

な

る

用

途

を

有

す

る

こ 
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と
な
か
る
可
し
と
し
て
も
、
尙

ほ

：彼

れ

は

欣

ん

で

之

れ

を

取

得

せ

ん

^
す
る
で
あ
ら
t

余

は

即

ち

此C6
Z
た
る
も
の
で
あ
る
。(

I
.
, 

P
.
..M
5
0
P吾
人
は
金
0
名
辭
わ
於
い
：て
總
べ
；て
^
^

で
あ
る
。
唯
だ
吾
人
は
斯
く
の
如
き
手
段
に
依
つ
て
吾
人
が
蓄
の
純
然
た
る
客
觀
的
及
び
有
形
的
ス
ヶ
丨
ル
に
到
達
す
る
こ
と
、
並 

び
に
余
力
ニ
物
品
の
孰
れ
に
對
し
て
も
一
ソ
ヴ
リ
ン
を
取
得
し
得
る
の
事
實
は
孰
れ
に
對
し
て
もj

ソ
ヴ
リ
ン
を
與
へ
ん
と
し
つ
、
あ

る
者
が
同I

人
た
.る
に
非
ざ
れ
ば
、
兩
物
品
が
實
際
に
同
等
の
利
益
を
與
ふ
る
こ
と
を
立
證
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
記
憶
し
な
け
气 

ば
な
ら
ぬ
。(

i
b
i
f

 p. 

7

2デ

'切
何
な
る
交
易
的
社
會
に
於
い
て
气
均
衡
の
狀
態
に
於
け
る
際
に
は
、
交
換
の
集
團
に
參
加
す
る
總
べ
て
の
貨
物
の
單
位
の
is
界 

效
用
は
其
の
孰
れ
.の
も
の
も
あ
ら
ゆ
る
他
の
も
の
i
名
辭
に
於
い
.て
表
明
せ
ら
れ
得
るj

定
の
相
對
的
の
ス
ケ
ー
ル
若
し
く
は
表
の
上 

に
自
己
を
排
列
す
可
く
、
而

し

て

霞

の

X
ヶ
丨
ル
は
一
般
的
た
る
可
き
で
あ
ら
ぅ
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
は
其
の
社
會
に
於
け
る
各
固 

人
に
對
し
て
、
彼
れ
の
領
有
す
る
貨
物
0
あ
ら
ゆ
る
も
の
、

5

位
の
限
界
に
於
け
る
價
値
を
、
‘あ
.ら
ゆ
る
他
の
.も
の
、
名
辭
吃
盼(

C 

精
密
に
表
明
す
可
き
で
あ
る
。
或
る
他
の
貨
物
の
一
單
位
の
限
f

於
け
る
被
願
望
性
の
名
辭
に
於
い
て
表
明
せ
ら
る
X
或
る
i

の 

1

單
位
の
限
^
に
於
け
る
被
願
望
性
は
f

1

の
貨
物
の
名
辭
に
於
い
て
表
明
せ
ら
る
、
第

1.

の
も
の
、「

交
換
真
値」

.i
同
一
物
を 

あ
る
。
吾
人
は
斯
く
て
使
用
價
値
と
交
換
價
値
と
の
間
忙
於
け
る
精
確
な
る
關
係
を
確
證
し
た
の
で
あ
る
、
蓋
し
吾
人
は
一
物
品
の
交 

換
價
値
は
、
そ
が
之
れ
を
領
有
す
る
其
の
社
會
に
於
け
る
總
べ
て
の
人
々
の
相
對
的
ス
ヶ
丨
ル
上
に
占
む
る
地
位
に
一
致
す
る
こ
と
を 

發
見
せ
る
が
故
で
あ
るo 

j

貨
物
の
交
換
價
値
は
其
の
社
會
の
各
員
の
領
有
す
る
貨
物
の
ス
ト
ッ
ク
の
彼
れ
に
對
す
る
全
部
效
用
の
微

分
係
數
で
あ
る
。
.

(ibid., 

pp. 

7
S
-
7
9
0
O

一
 
貨

物

の

交

換

價

値

は

單

に

價

値

の

：標

準

と

し

て

選

擇

.せ

ら

れ

た

貨

物

の

限

界

效

用

に

於 

い
て
量
定
せ
ら
れ
た
其
の
限
界
效
用
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
.で
あ
る
。(ibid., 

p
,oo
1
0。

交
換
の
職
能
は1

.の

.交

易

的

社

會

の

總

ベ

て

の 

個
人
の
相
對
的
ス
ケ
ー
ル

を

一

致

せ

し

む

る

に

存

す

る

，。

1

.

.

P. 

S
2
0
O

 .

而
し
て
交
換
價
値
は
相
對
的
限
界
的
使
用
價
値
で
あ
り
、 

領

有

せ

ら

る

、
数

量

の

画

數

.で
あ
る
9 (ibid ，，

y

1
0
2
'
0
0

原
則
と
し
て
使
用
價
値
が
零
で
あ
る
時
に
、
交
換
價
値
.は
其
.の
.最
大

'に
於 

い
.て
.存
し

、

而

し

て

使

用

價

値

が

其

.の
最

大

に

於

い.て
存
す
る
時
に
、
交
換
價
値
は
零
で
あ
る
。
吾
人
に
し
て
若
し
無
定
限
に1

一
貨
物 

の
吾
人
に
對
す
る
供
給
を
增
減
す
る
こ
と
を
得
る
な
ら
ば
、
吾
人
は
其
の
夫
れ
夫
れ
の
單
位
の
吾
人
に
對
す
る
限
界
的
效
果
間
の
比
率 

を
無
定
限
‘に
變
ず
る
を
得
可
き
で
あ
る
。
罾
_
、
貨
幣
若
し
く
は
他
の
購
買
力
は
同
.一
の
出
費
が
其
の
.適
用
せ
ら
'る

、
交

替

的

限

界

の 

孰
れ
に
對
'し
て
も
等
し
.き
滿
足
を
取
得
す
る
ょ
ぅ
‘.に
分
诩
せ
ら
.る

、
際

に

、

購

買

者
.に
對
、し
セ.滿
足

：の

最

大

限

を

確

保

す

る

。
、
ロ
ビ
ン 

ソ
ン
•
ク
ル
ー
ソ
！
は
産
業
的
均
衡
が
彼
れ
の
島
に
於
い
て
確
立
せ
ら
れ
た
時
、各
箇
の
勞
務
に
充
て
ら
れ
た
最
後
の
.時
間
の
仕
事
が
あ 

ら
ゆ
る
場
合
に
於
い
て
滿
足
の
等
し
き
容
積
若
し
く
は
實
體
を
坐
ず
る
ょ
ぅ
に
彼
れ
の
勞
働
を
分
配
し
、
X
、

同

様

に

■一

 
家
の
主
人
若 

し
く
は
主
婦
は
あ
ら
ゆ
る
貨
物
に
費
さ
る
X
.最
後

の

ベ

一

一

イ

を

し

て

同

一

の

滿

足

を

生

ぜ

し

む

る

こ

と

：を

企

圖

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。 

(

lcr
l
d
: 

PP* 

1
2
4
” 

12s.

■
\
十
四
.
人

■-

ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
は
ー
千
九
百
十
年
に
至
つ
て 

H
h
e

:0
08-
日

.§

.Sense of Political E
c
o
n
o
m
y

 including 

p
(Atudy of tlie 

f
f
i
l
a
n 

B
l
.
o
f

 economic l
a
w
'

を
公
に
し
て
、
ジ
*ヴ
ォ
ン
ズ
及
び
填
太
利
學
派
の
理
論
の
最
も
興
味
あ
る
適
用
を
行
.つ
た
。
彼
.
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:
れ
が
本
著
冲
i

い
て
龠
す
る
所
は
其
の
塵
の
示
す
が
如
く
フ
是
れ
等
の
.學
說
|

識
矣
の
廣
大
な

^

明

か

に

せ

ん

と

す

る

に

在

つ

，た

。
'

本
書
の
全
般
I

I

介
は
之
れ
を
後
日
に
期
i

け
れ
H

Q

で

倉

が

、
吾
人
は
兹
に
、「

經
濟
力
は
あ
ら
ゆ
る
者
の
努
9 

、
亦

於
い
：て
他
Q

f
ゆ
る
者
6

し
て
價
す
衾
け
を
惠
に
於
い
て
之
れ

S

保
す
る
の
傾
I

る」

こ
と
を
認
め
た
る
皮 

れ
が

、社
會
に
し
て
彼
れ
.の
製
作
す
る
物
件
を
以
つ
て
供
給
せ
ら
る
ふ

こ
と
愈
々
良
好
な
ら
ば
、集
合
的
ス
ヶ

丨

ル

の

上

.に

於

け

る

其

の 

位
置
は
愈
々
襞
る
可
き
を
以
つ
て
、
.各
集
團
の
勞
作
者
は
社
會
が
他
S

ベ
て
の
物
件
一
に
於
い
て
富
む
も
、
而
も
そ
が
自
ら
供
給
す 

る
所

の
も
の
に
於
い
.て
乏
し
き
こ
と
に
利
益
を
感
ず
る
こ
と
、
爲
る
と
説
け
る
一
事
で
あ
る
。
斯
く
5D
如
き
は
新
た
な
る
語
法
I

つ 

'
て
表
明
せ
ら
れ
た
る
ロ
丨
ダ
デ
1
.
'
ル
め
問
題
で
な
け
水
ば
な
ち
ぬ
。
是
に
於
い
て
平
、「

余

が
余
の
社
含
的
任

務

に於
け
る
十
分
な
る
成 

'■功
は
余
の
經
濟
的
破
域
を
意
味
す
可
き
で
あ
る」
と
.'2
 

•
ハ
ラ
，ド
ッ
ク
ス
を
也
ず
る
。
'

(

,

，
，
{
>
, 

352, )

o.
斯
く
て
勞
作
皆
級
經
濟
浬 

.論
に
證
す
る
こ
と
著
し
く
太
な
るr

勞

働

場

」
(

1

I

A

.

I

♦的

彥

事

.'
ft
の
見
方
並
び
に
非

m

l

^

I

,

 s
. 
-
^
.
s
o
o
. 

.

f

邊

働

集

團」

及

び「

彼

れ

の
ロ
ょ
り
l

i

b
出
孕」

(

：

例

'

.。だ
^

^

,
|
&ど

.：理
^
の
混
菌
し
た
自
殺
的
な
る
本
質
を
論
證
.し
た
だ
け
'で
は
有
效
で
は
な
$

，窮
厄
，が
.一
般
的
進
歩
に
.附

隨

す

I

と
を
了

解

す
る
の
時
、
吾

人

は

狗

に

局

部

的
窮
呢
を
免
.る
ふ
爲
め
把 
一
■

進
歩
を
抑
止
せ
ん 

と
試
む
可
き
.で
は
な
い
が
、
而
も
吾
人
は
富
の
.
|般
的
增
加—

之
れ
に
局
部
的
麓
が
附
隨
.せ

る

丨

の

.定
，部
分
を
其
の
救
濟
に 

轉

ぜ
.L
め

て

之

れを
綏
ネ
せ
ん
こ
と
を
試
む
可
き
で
あ
^
。
成

功

に

_

す

る

激

勵

^
薄
弱
な
ら
し
む
る
こ
と
な
く
し
て
、
失
敗
の
報
い

を
輕
減
し
、
又
進
歩
の
力
其
の
力
を
微
弱
な
ら
し
む
る
こ
と
な
く
し
て
、
進
歩
に
附
隨
せ
る
禍
害
に
對
し
て
有
效
に
保
證
す
る
は
文
明 

が
猶
ほ
未
だ
解
決
す
る
こ
と
の
な
い
問
題
で
あ
る
。(ibid., 

p. 

3
5
7
0
。 

、

マ
ー
シ
ャ
ル
が1

千
九
百
〇
七
年
三
月
の
H
ぼ

E
c
c
m
o
m
i
c

 JoulTlal.

に
揭
げ
た
其
の
論
文Social possibis

ies; of E
c
o
n
o
m
i
c

 
c
h
i
v
a
l
r
y
.

中
に
述
ぶ
る
が
如
く
*
低
廉
な
る
陸
海
の
運
輸
は
第
十
九
世
紀
末
に
於
い
て
世
界
の
表
®
の
大
な
る
部
分
が
開
拓
せ
ら 

れ
た
る
事
實
と
結
合
し
て
、
‘西
洋
諸
國
を
通
じ
、
殊
に
又
英
國
に
於
い
て
、
財
貨
の
名
辭
に
於
け
る
賃
銀
の
購
買
力
を
、
空
前
、
且
つ 

恐
ら
く
は
絕
後
な
る
可
き
程
度
ま
で
上
騰
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
國
の
人
口
の
上
に
作
用
す
る
土
地
收
益
遞
減
法
則
の
腿 

迪
が
暫
時
停
止
せ
ら
れ
た
る
の
事
實
は
此
の
世
代
に
對
し
て
社
#
改
良
に
對
す
る
特
殊
の
機
#
を
與
へ
、
又
之
れ
に
對
應
す
る
責
任
を 

此
の
時
代
の
人
々
の
上
に
投
げ
た
の
で
あ
る
。
へMemorials 

of 

AlfMed 

Marshall, 

op. 

d

rp.. 

3
2
6
0
0
ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ

ー
ド
は

斯
く
の
如
き
時
代
に
其
の
筆
を
運
び
、
選
擇
の
大
法
則
の
同
一
性
を
探
求
し
、
吾
人
が
文
藝
の
趣
味
に
よ
り
以
上
に
耽
溺
す
る
と
社
會 

運
動
を
よ
り
以
上
に
吏
持
す
る
と
の
間
に
選
擇
を
行
ふ
原
理
は
吾
人
が
市
場
に
於
け
る
種
々
な
る
商
品
の
間
に
選
擇
を
行
ふ
の
其
れ
と 

同
一
な
る
を
論
證
す
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
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